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野
木
町
煉
瓦
窯

５
月
10
日

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
!!

　５月10日、改修工事を終え
た「野木町煉瓦窯」の公開と、
観光と学習、地域振興の拠点
となる「野木ホフマン館」の
竣工を記念し、グランドオー
プン式典が開催されました。
　グランドオープンウィーク
（５/10～15）には、煉瓦窯の
特別公開（見学無料）や、煉
瓦窯のライトアップなどが行
われ、多くの来訪者で賑わい
ました。



（３）

4 投票記載所
決められた記載方法にしたがっ
て候補者などを記入します。

5 投票箱
投
票
記
載
所

投
票
箱

投票
立会人

出口

入口
受付名簿

対照係
投票用紙
交付係

投票
管理者

投函します。

3 投票用紙交付係
投票用紙をもらいます。

2 名簿対照係
選挙人名簿にのっている本人か
どうかの確認をうけます。

1 受付
入場券を出して
受付をします。

　投票所は、清き一票を投じるまじめな場所です。大声を出したり、ふざけたりしてはいけませ
んが、それほど入りづらい雰囲気ではありません。投票所ではＢＧＭを流し、入りやすい雰囲気
づくりをしています。また、選挙人と一緒に小さな子どもや補助者・介護者なども投票所に入る
こともできます。投票所は明るい希望を抱いて投票できる場所です。

　投票所の中は、おおむね次のようになっています。

葛 投票所は、清き一票を投じる場所です

問選挙管理委員会事務局（総務課内）撒（５７)４１１４

１８歳投票がスタートします！
選挙のはなし～その３～

　投票できる時間は、午前 7時から午後 8時までです。皆さんそれぞれいろいろな用事があるか
もしれません。投票に要する時間はわずかな時間です。時間をつくっていただき、ぜひ投票にお
越しください。投票所は、13時間待っています。

葛 投票時間は、朝７時から夜８時まで

葛 送られてきた「投票所入場券」を持って行きましょう

　町選挙管理委員会から投票日前に「投票所入場券」が郵送で配布されます。これには選挙人の氏
名と投票所の名称が書かれており、持参することで名簿との照合がスムーズに行われます。では、
投票所入場券がないと投票できない？いえいえ、そんなことはありません！ライブなどのチケッ
トとは違い、本人確認ができればもちろん投票することができます！失くしたり忘れたときには、
投票所の係員に申し出てください。

今回は投票所のはなしです

出典「公益財団法人　明るい選挙推進協議会」ホームページ
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投
票
日
時

　

８
月
７
日（
日
）

　

７
時
〜
20
時

　

《
告
示
日　

８
月
２
日（
火
）》

期
日
前
投
票
期
間
・
時
間

　

８
月
３
日（
水
）〜
６
日（
土
）

　

８
時
３０
分
〜
20
時

期
日
前
投
票
所

　

役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

持
っ
て
く
る
も
の

　

入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
８
月
２
日
に
発
送
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
方

○
平
成
10
年
８
月
8
日
以
前
に
生
ま

　

れ
た
方

○
平
成
28
年
５
月
１
日
以
前
に
野
木

　

町
に
転
入
届
を
し
た
方
で
、
引
き

　

続
き
住
ん
で
い
る
方

期
日
前
投
票
と
は
？

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー

な
ど
の
理
由
で
投
票
所
へ
行
け
な
い

場
合
は
、
投
票
日
前
に
期
日
前
投
票

が
で
き
ま
す
。
な
お
、
期
日
前
投
票

を
行
う
日
に
選
挙
人
名
簿
登
録
者
で

満
18
歳
に
な
ら
な
い
方
は
、
不
在
者

投
票
が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
と
は
？

　

投
票
所
に
行
け
な
い
方
の
た
め
に

不
在
者
投
票
・
郵
便
等
に
よ
る
不
在

者
投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

・
遠
方
に
滞
在
さ
れ
て
い
る
方

・
指
定
病
院
等
に
入
院
又
は
入
所
さ

　

れ
て
い
る
方

・
介
護
保
険
法
で
要
介
護
５
の
方

・
身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方

　

な
ど

※ 

そ
れ
ぞ
れ
あ
て
は
ま
る
要
件
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
手
続
き
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

「
介
護
保
険
法
で
要
介
護
５
の
方
」

「
身
体
に
重
度
の
障
が
い
の
あ
る

方
」
に
あ
て
は
ま
る
方
は
、
事
前

に
証
明
書
の
発
行
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　

立
候
補
予
定
者
へ
の
説
明
会
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時　

７
月
５
日（
火
）

　
　
　

13
時
30
分
か
ら

場
所　

役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査

　

立
候
補
届
出
書
類
等
の
事
前
審
査

を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

期
日　

７
月
27
日（
水
）

受
付
時
間　

13
時
30
分
〜
16
時

場
所　

役
場
本
館
２
階
大
会
議
室

選
挙
公
報

　

町
長
選
挙
の
選
挙
公
報
は
、
新
聞

折
込
み
で
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
町
役
場
、
町
公
民
館
、
町

立
図
書
館
、
町
文
化
会
館
、
老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
き
ら
り
館
、
野
木
ホ

フ
マ
ン
館
、
野
木
駅
自
由
通
路
に
備

え
付
け
ま
す
の
で
、
ご
自
由
に
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

投
票
立
会
人
の
募
集

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
投
票

立
会
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

資
格

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
18
歳
以
上

の
方
（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
で
選
挙

権
を
有
す
る
方
）

応
募
方
法

　

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
等
を
明
記
の
う
え
、
直
接
窓
口

に
持
参
す
る
か
、
郵
便
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※ 

ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
す
べ
て
に

立
会
人
を
お
願
い
す
る
と
は
限
り

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

野木町長選挙のお知らせ
投票日：８月７日　期日前投票：８月３日～６日

※投票所など、詳しいことは７月号でお知らせします。
問選挙管理委員会事務局（総務課内）撒（57）4114　姉 (57)4190　死 soumu@town.nogi.lg.jp 

～選挙権の年齢が改正され、１８歳以上になりました～
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～ 18歳以上の若い世代の投票立会人を大募集します～
　

　公職選挙法の改正により、選挙人名簿に登録のある18歳以上の方が投票立会人になる

ことができます。投票立会人とは、選挙の際に投票事務が公正に行われるよう投票所で

立ち会う人のことです。政治や選挙に目を向ける良い機会となりますので、ご応募お待

ちしています。

【主な仕事】
・投票所の開閉の立会い
・最初に投票する際に、投票箱に何も入っていないことの
　確認の立会い
・投票する方が投票所に入場してから、投票用紙を投票箱
　に間違いなく入れ、退場するまでの立会い
・投票箱の閉鎖の立会い　など

内容 期日前投票所の立会人 投票所の立会人

従事時間 ８時 30分～ 20時 ６時 30分～ 20時

従事日
期日前投票開設期間

（従事可能な日）
投票日

従事場所 期日前投票所（野木町役場内） お住まいの地区の投票所

従事内容
投票事務の公正を確保するため、投票事

務全般の立ち会い
同左

報酬額 １日　9,500円（現行） １日　10,700円（現行）
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松
原
区（
27
年
10
月
17
日
）

【
質
問
】松
原
第
１
踏
切
は
、
い
つ
頃
ま

で
に
、
ど
の
よ
う
な
形
で
拡
幅
さ
れ
る

の
か
。

《
回
答
》現
在
、
現
況
測
量
が
終
わ
り
、

警
察
協
議
後
、
地
元
説
明
会
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。
そ
の
後
、
了
承
を
得
ら

れ
れ
ば
用
地
測
量
、
用
地
買
収
の
手
続

き
に
入
り
ま
す
。
工
事
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
Ｊ
Ｒ
と
の
協
議
の
中
で
は
、
平

成
31
年
頃
に
な
る
見
込
み
で
す
。

【
質
問
】今
回（
平
成
27
年
９
月
）の
大
雨

の
ポ
ン
プ
の
状
況
を
詳
し
く
知
り
た
い
。

《
回
答
》逆
川
排
水
機
場
で
は
、
３
台
の

ポ
ン
プ
が
稼
働
し
て
い
ま
し
た
が
、
途

中
で
空
気
が
入
っ
た
た
め
、
一
時
停
止

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
２
台
は
す
ぐ
に

復
旧
し
ま
し
た
が
、
１
台
は
時
間
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
原
因
は
検
証

中
で
す
が
、
１
つ
と
し
て
、
稲
刈
り
後

の
稲
藁
が
大
量
に
流
入
し
て
、
除
塵
機

が
詰
ま
っ
た
状
態
に
な
っ
た
こ
と
と
、

燃
料
が
エ
ン
ジ
ン
に
行
か
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
回
の
経

験
を
踏
ま
え
て
今
後
の
対
策
を
講
じ
て

い
き
ま
す
。

若
林
区（
27
年
10
月
17
日
）

【
質
問
】佐
川
野
小
学
校
は
建
て
替
え
で

な
く
改
修
に
な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
新

築
し
な
い
の
か
。

《
回
答
》新
築
で
は
多
額
の
費
用
が
か
か

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
耐
震
補
強
や
エ

ア
コ
ン
設
置
も
行
い
ま
し
た
の
で
、
基

本
的
に
は
現
在
の
校
舎
の
長
寿
命
化
を

進
め
る
考
え
で
す
。

【
質
問
】新
幹
線
の
高
架
下
の
除
草
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。
昨
年
も
要
望
し
た

が
Ｊ
Ｒ
は
予
算
が
無
く
で
き
な
い
と

言
っ
て
い
る
。

《
回
答
》Ｊ
Ｒ
に
話
し
て
あ
り
ま
す
。
道

路
側
の
部
分
は
町
で
除
草
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
は
予
算
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
町
か
ら
も
ま
た
要
望
し
ま
す
。

南
赤
塚
区（
27
年
10
月
31
日
）

【
質
問
】自
衛
消
防
団
の
活
動
は
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
か
。

《
回
答
》自
衛
消
防
団
は
各
地
区
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。
助
け
合
い
の
目
的
で

設
置
さ
れ
て
お
り
、
地
域
の
繋
が
り
を

確
保
す
る
観
点
で
も
、
ま
た
、
大
規
模

災
害
時
な
ど
に
、
町
・
警
察
・
自
衛
隊
・

消
防
署
・
消
防
団
で
ま
か
な
い
き
れ
な

い
部
分
に
お
い
て
協
力
を
い
た
だ
く
体

制
と
し
て
も
必
要
な
も
の
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

【
質
問
】ご
み
集
積
所
が
汚
い
。
ア
パ
ー

ト
の
住
民
に
対
し
て
の
情
報
提
供
は
ど

う
す
る
の
か
。

《
回
答
》４
月
か
ら
ご
み
の
分
別
が
変
わ

る
説
明
会
を
10
月
に
３
回
実
施
し
ま
し

た
。
ア
パ
ー
ト
等
に
は
管
理
会
社
が

入
っ
て
い
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
の
で
、

実
態
を
把
握
し
、
分
別
方
法
等
周
知
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

中
谷
区（
27
年
11
月
７
日
）

【
質
問
】地
籍
調
査
事
業
は
い
つ
か
ら
ど

の
よ
う
に
や
っ
て
い
く
の
か
。

《
回
答
》若
林
、
潤
島
と
順
次
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。
か
な
り
の
時
間
が
か
か

る
た
め
中
谷
地
区
が
い
つ
ご
ろ
と
は
言

え
ま
せ
ん
。
す
で
に
確
定
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
除
き
野
木
町
全
域
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。
近
く
な
り
ま
し
た
ら
地
権
者

の
皆
さ
ま
に
通
知
が
行
く
予
定
で
す
。

【
質
問
】街
灯
が
ひ
と
つ
も
な
く
通
学
し

て
い
る
中
学
生
も
怖
が
っ
て
い
る
の
で
、

街
灯
を
つ
け
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》防
犯
灯
に
つ
い
て
は
、
区
長
か

ら
の
申
請
に
基
づ
き
順
次
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
自
治
会
長
等
と
相
談
し
、
区

長
を
通
し
て
総
務
課
消
防
交
通
係
に
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

新
橋
区（
27
年
11
月
７
日
）

【
質
問
】豪
雨
の
際
、
野
木
二
中
に
避
難

し
よ
う
と
し
た
ら
、
そ
こ
へ
行
け
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
避
難
先
に
つ
い
て

見
直
し
を
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》
町
で
は
検
証
委
員
会
等
を
設

置
し
、
今
回
の
災
害
に
つ
い
て
課
題
を

拾
い
だ
し
、
今
後
の
防
災
計
画
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
※
検
証
委
員
会
に
よ
る
検
証
結
果
に

つ
い
て
は
、
32
〜
36
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。）

平
成
２７
年
度
町
政
地
区
懇
談
会

　

町
で
は
昨
年
度
、
各
地
区
に
伺
い
直
接
町
民
の
皆
さ
ま
と
意
見
を
交
換
す
る「
町

政
地
区
懇
談
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
町
か
ら
予
算
概
要
や
重
点
施
策
、
主
な
新
規
事
業
を
説
明
し
、

そ
の
後
皆
さ
ま
か
ら
ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

各
地
区
か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
の
一
部（
要
旨
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

※
ご
紹
介
す
る
内
容
は
懇
談
会
終
了
後
に
各
自
治
会
で
回
覧
し
て
お
り
ま
す

報 告
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平成２７年度町政地区懇談会
【
質
問
】空
き
家
対
策
に
つ
い
て
、
木
を

切
る
な
ど
は
町
か
ら
所
有
者
に
連
絡
は

し
て
い
る
の
か
。
個
人
情
報
が
言
え
な

い
な
ら
町
で
や
っ
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》蜂
の
巣
が
あ
る
な
ど
、
危
険
な

状
態
の
と
き
は
町
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
木
の
枝
が
道
路
に
は
み
出
し
て

い
る
場
合
は
、
町
に
連
絡
を
い
た
だ
け

れ
ば
、
所
有
者
に
通
知
、
電
話
連
絡
等

を
行
っ
た
上
で
、
剪
定
等
の
対
応
を
行

い
ま
す
。

川
田
区（
27
年
11
月
13
日
）

【
質
問
】熱
気
球
の
製
作
費
、
使
用
頻
度
、

維
持
費
を
教
え
て
欲
し
い
。

《
回
答
》熱
気
球
の
製
作
費
は
概
ね

３
８
０
万
円
で
す
。
管
理
料
は
30
〜

50
万
程
度
で
、１
回
あ
げ
る
の
に
20
万

円
程
度
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
各
分

館
で
使
用
し
て
い
た
だ
き
、
町
の
活
性

化
に
繋
げ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

【
質
問
】市
民
病
院
か
ら
間
々
田
駅
ま
で

路
線
バ
ス
が
通
る
そ
う
だ
が
、
野
木
駅

ま
で
お
願
い
で
き
な
い
か
。

《
回
答
》路
線
バ
ス
は
小
山
市
が
独
自
に

路
線
を
組
み
ま
し
た
。
野
木
町
に
は
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
が
あ
り
、
町
外
の
病

院
へ
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
月
５
千
円

ま
で
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
を
行
っ
て

い
ま
す
。

佐
川
野
区（
27
年
11
月
21
日
）

【
質
問
】元
気
な
森
づ
く
り
事
業
と
は
何

か
。
通
学
路
に
面
し
た
と
こ
ろ
が
雑
草

で
ぼ
さ
ぼ
さ
に
な
っ
て
お
り
子
ど
も
が

怖
い
と
言
っ
て
い
る
。

《
回
答
》元
気
な
森
づ
く
り
事
業
は
、
通

学
路
な
ど
に
面
し
た
平
地
林
の
下
草
刈

り
を
し
て
見
通
し
を
よ
く
す
る
た
め
の

事
業
で
す
。
県
の
補
助
金
に
て
行
い
ま

す
が
、
個
人
で
管
理
し
て
い
た
だ
く
も

の
で
す
。
申
請
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

【
質
問
】１
級
幹
線
５
号
線
の
歩
道
の
木

の
葉
や
枝
の
掃
除
は
ど
う
し
た
ら
よ
い

か
。

《
回
答
》シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
掃

除
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
町
に
ご
連

絡
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
。

野
木
区（
27
年
11
月
28
日
）

【
質
問
】野
木
第
二
中
学
校
の
プ
ー
ル
は

ど
の
よ
う
な
状
態
な
の
か
。
い
つ
か
ら

使
え
る
の
か
。

《
回
答
》プ
ー
ル
の
底
が
割
れ
、
使
用
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
業
者

に
よ
る
調
査
が
終
了
し
ま
し
た
が
、
細

か
い
報
告
が
ま
だ
で
す
の
で
、
報
告
を

聞
い
て
か
ら
対
策
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

出
来
る
だ
け
早
く
で
き
る
方
向
で
進
め

て
い
ま
す
。

【
質
問
】野
木
小
の
歩
道
橋
を
降
り
た
所

に
ポ
ー
ル
が
立
っ
て
い
る
が
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

《
回
答
》前
か
ら
要
望
が
あ
り
ま
す
が
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
の
は
今
の

道
路
幅
で
は
難
し
い
で
す
。
注
意
喚
起

と
い
う
意
味
で
ポ
ー
ル
を
立
て
、
舗
装

し
ま
し
た
。
今
後
、
警
察
と
協
議
し
て

ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
よ
う
注
意
喚
起

し
て
い
き
ま
す
。

潤
島
区（
27
年
11
月
28
日
）

【
質
問
】と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
の
災
害
情
報
を

視
聴
し
た
い
の
で
、
町
と
し
て
中
継
局

設
置
の
働
き
か
け
を
お
願
い
し
た
い
。

《
回
答
》と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
と
し
て
は
、
新

た
な
中
継
局
の
設
置
に
は
莫
大
な
費
用

が
か
か
る
の
で
、
岩
舟
の
み
か
も
山
の

中
継
局
の
出
力
を
上
げ
る
こ
と
で
、
野

木
町
を
カ
バ
ー
で
き
る
と
考
え
て
い
る

よ
う
で
す
。
但
し
、
ア
ン
テ
ナ
を
み
か

も
山
方
面
に
向
け
る
こ
と
は
個
人
で
お

願
い
す
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
決
定
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

今
後
、
町
と
と
ち
ぎ
テ
レ
ビ
で
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

【
質
問
】民
生
委
員
で
す
が
、
日
中
ひ
と

り
暮
ら
し
の
世
帯
を
把
握
で
き
な
い
。

《
回
答
》今
回
、
関
東
・
東
北
豪
雨
に
見

ま
わ
れ
ま
し
た
が
、
や
は
り
自
分
の
身

は
自
分
で
守
る
こ
と
が
第
一
前
提
で
す
。

　

高
齢
者
の
方
で
、
逃
げ
る
の
が
遅
れ

た
方
も
い
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。
民
生

委
員
の
方
も
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
の
で
、
個
人
情
報
保
護
法
に
抵
触
し

な
い
よ
う
に
、
ど
の
よ
う
に
で
き
る
か

研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

丸
林
西
区（
27
年
12
月
12
日
）

【
質
問
】水
道
水
異
臭
時
に
給
水
車
が
出

動
し
た
が
、
重
た
い
水
を
運
ぶ
の
は
高

齢
者
に
は
大
変
で
あ
る
。
給
水
な
ど
町

の
危
機
管
理
を
伺
い
た
い
。

《
回
答
》今
年
度
給
水
タ
ン
ク
を
購
入
し
、

町
が
２
つ
所
有
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
地
域
に
出
向
い
て
回
れ
る

よ
う
変
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
質
問
】公
園
に
時
計
を
設
置
し
た
と
の

こ
と
だ
が
、な
ぜ
今
設
置
し
た
の
か
。今

後
も
町
の
公
園
に
設
置
し
て
い
く
の
か
。

《
回
答
》時
計
に
つ
い
て
は
要
望
が
あ
り

調
査
し
た
結
果

、時
計
が
あ
っ
た
方
が

よ
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
丸
林
地
内

は
ほ
ぼ
全
て
の
公
園
に
設
置
し
ま
す
。



（８）

健 の康 ぎタ ウ ン を 目 し指 て １３

『家庭でできる食中毒予防の６つのポイント』

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１

①食品の購入

ロ消費期限などの表示をチェック！
ロ 肉・魚はそれぞれ分けて包む（できれば保冷剤
（氷）などと一緒に）

ロ寄り道しないでまっすぐ帰ろう

②家庭での保存

ロ帰ったらすぐ冷蔵庫へ！
ロ冷蔵庫の詰めすぎに注意（７割程度に）
ロ冷蔵庫は10℃以下に維持
ロ冷凍庫は−15℃以下に維持
ロ肉・魚は汁がもれないように包んで保存
ロ 停電中に庫内温度に影響を与える扉の開閉は

控えましょう

③下準備

ロこまめに手を洗う
ロタオルやふきんは清潔なものに交換
ロ冷凍食品の解凍は冷蔵庫で
ロ包丁などの器具、ふきんは洗って消毒
ロ肉・魚を切ったら包丁やまな板は洗って熱湯
　をかけておく
ロ肉・魚は生で食べるものから離す
ロ野菜もよく洗う
ロゴミはこまめに捨てる
ロ井戸水を使っていたら水質に注意

④調理

ロ台所は清潔に
ロ作業前に手を洗う
ロ 加熱は十分に（めやすは中心部分の温度が

75℃で１分間以上）
ロ電子レンジを使うときは均一に加熱されるよ
　うにする
ロ調理を途中で止めたら食品は冷蔵庫へ

⑤食事

ロ食事の前に手を洗う
ロ盛り付けは清潔な器具、食器を使う
ロ長時間室温に放置しない

⑥残った食品

ロ作業前に手を洗う
ロ手洗い後、清潔な器具、容器で保存
ロ早く冷えるように小分けする
ロ 温めなおすときは十分に加熱する（めやすは

75℃以上）
ロ 時間が経ちすぎたり、ちょっとでも怪しいと

思ったら、思い切って捨てる

参考：厚生労働省「家庭でできる食中毒予防の６つのポイント」

【食中毒予防の３原則】
　食中毒菌を…
　◆付けない
　◆増やさない
　◆やっつける
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　町民の皆さんの健康づくりを応援するため、ご希望の方に健康マイレージカードをお配りします。健

康づくりに関するポイントを貯めていただくと、記念品が贈呈されます。この機会に「健康」と「記念品」

を手に入れましょう！

●登録期間　平成 28年６月１日（水）～　（定員 200名に達するまで）

●対象者　野木町在住の 40歳以上の方

４つの健康目標のうち必須項目を含む５ポイント以上をクリアしましょう！

のぎ健康マイレージ

目標１：健康診査・がん検診を受診しましょう
　　　　※１回以上の健診・検診の受診が必須です

　１検診ごとに１ポイント

　□職場健診　　　　　□特定健診

　□後期高齢者健診　　□人間ドック

　□脳ドック　　　　　□胃がん検診　

　□乳がん検診　　　　□大腸がん検診

　□子宮がん検診　　　□肺がん検診

　□骨粗しょう症検診　□前立腺がん検診　

　□結核検診　　　

目標２：歯の検診などを受診しましょう

　１事業ごとに１ポイント

　□歯周疾患検診

　□歯科検診（治療以外）

　□歯科相談

目標３：健康に関する事業やイベントに
　　　　１回以上参加しましょう

　１事業ごとに１ポイント

　□健康相談　□運動教室　□健康教室
　□ウォーキング大会　　　□マラソン大会
　□健康タウン宣言セレモニー（10月 10日）
　□ウォーキングパスポート登録

目標４：健康づくり宣言　※必須項目です

　　　□「健康づくり宣言」を記入し、３か月以上取り組みましょう
　　　　例）ラジオ体操（第１）を毎朝行う、毎食１品以上野菜のおかずを食べる　等

●応募方法

　① 町保健センター（健康福祉課健康増進係）窓口で登録

申請をし、「健康マイレージカード」を受け取ります。

　② カードにある、健康目標の項目を確認し、自分の健

康づくりに取組みましょう。

　③ ５ポイント（必須項目を含む）以上貯まったら、カー

ドに必要事項を記入の上、身分証と健診・検診の受

診の有無が確認できるものを添え、再度窓口に申請

します。

　④窓口で確認が済んだ後、記念品を受け取ります。

５ポイント以上

クリアした方全員に

「記念品」プレゼント♪

問町民生活部健康福祉課撒（５７）４１７１

健康タウンのぎ事業
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自
治
会
長
を
終
え
て

　
　
広
報
連
絡
委
員
　
川
島
　
良
一

　
以
前
�
自
治
会
長
は
不
要
だ
！
と

言
う
意
見
を
マ
ス
コ
ミ
で
取
り
上
げ

て
い
た
�
ど
う
や
ら
役
員
の
決
め
方
�

活
動
の
不
透
明
さ
�
人
付
き
合
い
の

煩
わ
し
さ
等
が
理
由
で
特
に
都
市
部

に
多
い
ら
し
い
�

　
昨
年
�
私
に
自
治
会
長
の
要
請
が

あ
�
た
�
迷
�
た
が
�
自
治
会
は
生

活
の
一
助
と
し
て
必
要
で
あ
り
�
地

域
の
人
と
の
交
流
は
何
よ
り
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
�
役
に
立

て
る
な
ら
と
い
う
思
い
で
�
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
た
�

　
会
長
の
仕
事
は
多
岐
に
渡
る
が
�

そ
れ
ぞ
れ
が
滞
ら
な
い
よ
う
に
気
を

配
�
た
�
神
社
の
行
事
は
�
地
元
出

身
で
は
な
い
私
に
と
�
て
初
め
て
の

事
だ
�
た
�

　
一
年
間
で
特
に
思
い
出
に
残
る
事

例
を
３
つ
上
げ
て
み
る
と
�
�

○
Ａ
班
か
ら
の
ゴ
ミ
集
積
場
修
理
依

頼
の
件
�
�

　
本
来
は
利
用
者
が
自
分
た
ち
で
や

る
こ
と
に
な
�
て
い
る
が
�
相
談
が

あ
�
た
の
で
取
り
ま
と
め
る
こ
と
に

し
た
�
早
速
打
合
せ
後
予
算
を
組
み

同
意
を
も
ら
う
�
業
者
は
地
域
の
情

報
を
参
考
に
し
て
選
ぶ
こ
と
が
で
き

た
�
思
�
た
よ
り
工
事
は
早
く
安
く

仕
上
が
り
�
今
ま
で
よ
り
使
い
や
す

く
な
�
た
と
喜
ば
れ
た
�
や
り
が
い

を
感
じ
た
�

○
７
月
の
河
川
愛
護
デ
�
や
８
月
の

道
路
清
掃
�
�

　
早
く
か
ら
大
勢
の
人
が
参
加
し
て

く
れ
た
�
こ
れ
だ
け
多
く
の
人
と
作

業
を
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
る
�
お

茶
・
軍
手
・
手
拭
い
を
持
�
て
班
ご

と
に
持
ち
場
へ
移
動
し
�
皆
さ
ん
和

や
か
に
話
し
な
が
ら
も
手
際
よ
く
き

れ
い
に
し
て
く
れ
た
�
子
ど
も
た
ち

に
も
声
を
か
け
�
私
も
張
り
切
�
て

作
業
を
し
た
�

○
地
域
の
一
大
行
事
で
あ
る
コ
ミ
�

ニ
テ
�
大
運
動
会
�
�

　
種
目
の
参
加
者
か
ら
当
日
の
連
絡

調
整
等
で
新
米
会
長
は
て
ん
や
わ
ん

や
�
優
勝
に
は
一
歩
及
ば
な
か
�
た

も
の
の
�
汗
を
か
き
楽
し
く
交
流
が

で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
�
た
�

　
一
年
間
の
自
治
会
長
は
�
会
員
の

協
力
を
得
て
�
大
過
な
く
果
た
せ
た
�

改
善
点
は
次
期
会
長
を
中
心
に
改
善

さ
れ
る
だ
ろ
う
�
自
治
会
長
は
自
分

に
と
�
て
大
変
良
い
経
験
だ
�
た
�

会
員
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
る
�

シ
リ
ー
ズ
野
木
町
の
ご
み
処
理

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
２
４
７

52
新
し
い
ご
み
の
分
別
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
４
月
か
ら
ご
み
の
分
別

が
変
更
に
な
り
、「
プ
ラ
容
器
」
と

「
剪
定
枝
」
の
分
別
が
新
た
に
始
ま

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
不
燃
ご

み
と
し
て
出
し
て
い
た
ご
み
の
一
部

が
、
４
月
か
ら
は
、
可
燃
ご
み
と
し

て
出
す
よ
う
に
変
更
に
な
り
ま
し
た

の
で
、
再
度
分
別
の
徹
底
を
心
掛
け

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

分
別
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
自
治
会
を
通
し
て
各
戸
配
付
し

て
あ
る「
ご
み
分
別
早
見
表
」で
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

（
分
別
早
見
表
は
、
町
生
活
環
境

　

課
窓
口
で
配
布
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

　

覧
い
た
だ
け
ま
す
。）

※ 

長
辺
が
60
㎝
を
越
え
る
も
の
は
、

粗
大
ご
み
と
な
り
集
積
所
に
出
す

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
ゴ
ル
フ

ク
ラ
ブ
や
自
転
車
な
ど
一
部
例
外

あ
り
。）
粗
大
ご
み
は
中
央
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
直
接
搬
入
し
て
く
だ

さ
い
。

アイスノン・アイス枕 タイヤ（自転車）

うわばき ＤＶＤ

運動靴・スニーカー 長靴

貝がら（アサリ・シジミなど
の小さい貝がらは生ごみ）

寝袋

カセットテープ 粘土

革製品 バスマット

キッチンマット バッグ、ボストンバッグ

靴・ブーツ ビデオテープ

グローブ（野球用など） ビニールホース

玄関マット（金属使用のもの
は不燃）

フロッピーディスク

ゴーグル ほうき

ござ ポリバケツ

座布団 保冷剤

サンダル 虫かご（木製・プラ製）

ＣＤ 湯たんぽ（プラ製）

朱肉 ランドセル

4月から不燃ごみが可燃ごみに変更になったもの
（代表的なもの）

広報連絡委員レポート呉３61



（１１） 記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時

福
祉
給
付
金
に
つ
い
て

　
～
申
請
は
お
済
み
で
す
か
？
～

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
57
）４
１
９
６

　

町
で
は
給
付
対
象
と
な
る
可
能
性

の
あ
る
方
に
申
請
書
を
お
送
り
し
て

お
り
ま
す
。
申
請
期
限
は
平
成
28
年

６
月
30
日（
木
）（
消
印
有
効
）と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
申
請
が
お

済
み
で
な
い
方
は
早
急
に
申
請
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

必
要
書
類

・
申
請
書
（
必
要
事
項
を
記
入
・
押

　

印
）

・�

本
人
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

　

許
証･

健
康
保
険
証
等
）
の
写
し

※�

対
象
者
全
員
分
を
ご
提
出
く
だ
さ

い
。

・
振
込
口
座
が
分
か
る
書
類
（
金
融

　

機
関
名･

支
店
名･

口
座
番
号･

　

口
座
名
義
人
が
分
か
る
も
の
）
の

　

写
し

※�

平
成
27
年
度
に
臨
時
福
祉
給
付
金

を
受
け
た
振
込
口
座
と
同
一
の
場

合
は
提
出
不
要
で
す
。

支
給
額　

３
万
円

申
請
方
法

　

同
封
の
返
信
用
封
筒（
切
手
不
要
）

で
郵
送
ま
た
は
、直
接
役
場
窓
口（
保

健
セ
ン
タ
ー
）へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定
委
員
会
委
員
募
集

問
産
業
建
設
部
都
市
整
備
課

撒（
57
）４
１
６
１

　

町
総
合
計
画
等
と
の
整
合
及
び
現

計
画
の
見
直
し
の
た
め
の
策
定
委
員

会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

２
人

応
募
資
格

　

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①�

野
木
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
方

で
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

②�

平
日（
日
中
）の
会
議
に
出
席
で
き

る
方

③�
無
報
酬
で
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

任�

期　

委
嘱
の
日
か
ら「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
改
訂
版
）」が
策

定
さ
れ
る
ま
で（
29
年
３
月
予
定
）

募
集
期
間　

　

６
月
６
日（
月
）～
20
日（
月
）

応
募
方
法

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
直
接
持
参
い
た
だ
く
か
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
よ
り
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
た
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
民
農
園
利
用
者
募
集

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
１

　

町
で
は
、
市
民
農
園
の
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。
畑
で
農
産
物
の
栽

培
・
収
穫
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
農

具
は
無
料
で
使
用
で
き
ま
す
。

所
野
木
町
市
民
農
園

　

友
沼
５
５
５
７
番
地
１
、
友
沼

５
５
５
８
番
地
及
び
５
５
５
９
番
地

対
町
内
在
住
の
方

募
集
区
画　

３
区
画

区
画
の
面
積　

１
区
画
20
㎡

儡
１
区
画
あ
た
り
年
間
６
０
１
０
円

※�

使
用
期
間
が
１
年
に
満
た
な
い
場

合
は
月
割
り
計
算
に
な
り
ま
す
。

申�

６
月
６
日（
月
）～
10
日（
金
）

※�

応
募
者
多
数
の
場
合
に
は
抽
選
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

広報のぎ

町からのお知らせ ６
２０１６

〈野木町役場〉０２８０（５７）４１１１代表
〈野木町公式ホームページ〉http://www.town.nogi.lg.jp/

※ 町の事業の申込受付は、特に指定のない限
り土・日曜日、祝日、年末年始を除く８時
３０分～１７時１５分（「としょかん」「こどもひろ
ば」「生涯学習」「スポーツ」を除く）

日 容 儡所 定対 申

今月の納期

　◇町県民税　第１期　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



（１２）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

「
第
25
回
ひ
ま
わ
り 

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」開
催

問
野
木
町
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

実
行
委
員
会
事
務
局（
産
業
課
内
）

　
　
　
　
　
　
　

撒（
５７
）４
１
５
３

　

野
木
町
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
り
、

例
年
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
方
々

が
来
場
し
、
町
を
代
表
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る「
第
２５
回
ひ
ま
わ

り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
７
月
２２
日

（
金
）～
２４
日（
日
）に
開
催
し
ま
す
。

　

昨
年
好
評
を
博
し
た
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
遊
覧
飛
行
、
ポ
ニ
ー
乗
車
及
び

花
火
大
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

実
施
に
際
し
、
協
賛
金
へ
の
ご
協

力
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演

及
び
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
な
ど
を
募
集

し
ま
す
。

　

皆
様
と
と
も
に
「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
合
わ
せ
先
ま
で
。

　

申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
産

　

業
課
窓
口
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

「
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
」の 

　
　 

出
演
者
を
募
集
し
ま
す

　

満
開
の
ひ
ま
わ
り
畑
の
中
の
ス

テ
ー
ジ
で
、
素
敵
な
演
奏
や
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
て
く
だ
さ
い
鎧

出
演
日
時

○
７
月

２２
日（
金
）

　

・
１１
時
～
１１
時
３０
分

　

・
１１
時
３０
分
～
１２
時

　

・
１２
時
～
１２
時
３０
分

　

・
１２
時
３０
分
～
１３
時

　

・
１４
時
３０
分
～
１５
時

　

・
１５
時
～
15
時
30
分

　

・
１５
時
３０
分
～
１６
時

　

・
１６
時
～
１６
時
３０
分

○
７
月

２３
日（
土
）

　
・
９
時
３０
分
～
１０
時

　
・
１０
時
～
１０
時
３０
分

　

・
１３
時
～
１３
時
３０
分

　

・
１３
時
３０
分
～
１４
時

　

・
１６
時
～
１６
時
３０
分

　

・
１６
時
３０
分
～
１７
時

　

・
１７
時
～
１７
時
３０
分

　

・
１７
時
３０
分
～
１８
時

　

・
１８
時
～
１８
時
３０
分

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
」の
打
上
げ 

　
　 

希
望
者
を
募
集
し
ま
す

　　

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
打
上

花
火
を
７
月
２３
日
に
開
催
す
る
に
あ

た
り
、「
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
」
を
募

集
し
ま
す
。
愛
す
る
人
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
結
婚
・
誕
生
祝
な

ど
の
記
念
、
大
切
な
人
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
な
ど
、
あ
な
た
の
思
い
を
込
め

た
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
！
な

お
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
花
火
の
打
上

げ
ご
と
に
会
場
内
に
放
送
さ
れ
ま
す
。

日
７
月
２３
日（
土
）

※
荒
天
の
場
合
は
、
２４
日（
日
）

　

打
上
げ
…
１９
時
３０
分
よ
り

※
メ
ッ
セ
ー
ジ
花
火
の
打
上
げ
は
概

　

ね
１９
時
４５
分
よ
り

所
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

メ
イ
ン
会
場

容�

会
社
、
個
人
、
サ
ー
ク
ル
、
団
体

等
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
結
婚
・
誕

生
祝
な
ど
の
記
念
や
、
大
切
な
人

へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
企
業
Ｐ
Ｒ
等

※�

メ
ッ
セ
ー
ジ
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、

お
受
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

儡
１
口　

１
万
円

　

（
３
号
、
４
号
玉
１
発
ず
つ
）

　

２０
発
ス
タ
ー
マ
イ
ン（
連
続
発
射
）

　

10
万
円
～

申�

６
月
１７
日（
金
）ま
で
に
申
込
書
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
料
金
を
添
え
て
問

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

○
７
月

２４
日（
日
）

　

・
９
時
３０
分
～
１０
時

　
・
１２
時
３０
分
～
１３
時

　
・
１３
時
～
１３
時
３０
分

　

・
１３
時
３０
分
～
１４
時

　

・
１４
時
～
１４
時
３０
分

※
ど
の
日
時
も
時
間
は
３０
分
以
内　

　

（
準
備
、
片
付
け
な
ど
含
む
）

出
演
要
件

・
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
内
容
で
、

　

屋
外
で
発
表
可
能
な
も
の
。

・�

ス
テ
ー
ジ
に
は
屋
根
が
か
か
っ
て

い
ま
す
が
、
気
象
条
件
に
よ
り
雨

な
ど
が
舞
い
込
む
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

・
原
則
、
設
備
は
ス
ピ
ー
カ
ー
や
マ

　

イ
ク
な
ど
の
基
本
的
な
音
響
機
器

　

だ
け
で
す
。

・
そ
の
他
、
必
要
な
機
器
類
に
つ
い

　

て
は
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い
。

・
報
酬
、
謝
礼
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
出
演
時
間
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
相

　

談
の
上
、
調
整
し
ま
す
。

・
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
別
に
相

　

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・�

応
募
多
数
の
場
合
は
、
調
整
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
６
月
１７
日

（
金
）ま
で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
。
応
募
用
紙
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
ほ
か
、
産
業
課
窓
口
に
置
い
て

あ
り
ま
す
。



（１３）

持�

参
す
る
物　

カ
ー
ド
交
付
の
案
内

ハ
ガ
キ
・
通
知
カ
ー
ド
・
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）・

本
人
確
認
書
類

フ
ッ
素
塗
布
と
歯
の
健
康
相
談

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
に
伴
い
、

無
料
で
フ
ッ
素
塗
布
・
歯
の
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、

直
接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
６
月
５
日（
日
）

受
付
時
間　

９
時
～
１１
時
30
分

対�

年
中
児
～
小
学
２
年
生（
平
成
20
年

４
月
２
日
～
平
成
24
年
４
月
１
日
生
）

容�

フ
ッ
素
塗
布
・
歯
面
塗
布
・
ブ
ラ
ッ

シ
ン
グ
指
導
・
歯
の
健
康
相
談

所
町
保
健
セ
ン
タ
ー

儡
無
料

※
当
日
は
必
ず
歯
み
が
き
を
済
ま
せ

　

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
フ
ッ
素
塗
布
後
、
１
時
間
は
飲
食

　

で
き
ま
せ
ん
。

農
薬
飛
散
に
よ
る
被
害

の
発
生
を
防
ぐ
た
め
に

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
57
）４
１
５
１

　

住
宅
地
に
隣
接
し
て
い
る
森
林
、

農
地
（
家
庭
菜
園
を
含
む
）
な
ど
の

お知らせ

６
月
は
食
育
月
間�

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編 

参
加
者
募
集

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

　

か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
教
室
食
事
編
を

開
催
し
ま
す
。
か
ら
だ
が
ス
ッ
キ
リ

で
き
る
食
生
活
の
話
や
ヘ
ル
シ
ー
メ

ニ
ュ
ー
の
実
習
な
ど
、
毎
日
の
食
事

で
か
ら
だ
ス
ッ
キ
リ
！

日
６
月
２７
日（
月
）１３
時
３０
分
～
１５
時

所
町
公
民
館　

対
町
在
住
者

容�

講
話
、
ミ
ニ
調
理
実
習（
試
食
２

品
程
度
）

持
ち
物　

三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、
筆

　

記
用
具
、
お
手
ふ
き

申�

６
月
１
日(
水)

～
１５
日(

水)

　

電
話
ま
た
は
直
接
問
い
合
わ
せ
先

　

ま
で

定
先
着
１５
名(

定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る

お
知
ら
せ

問
町
民
生
活
部
住
民
課
撒（
５７
）４
１
２
６

　　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
お
渡
し
は
、

役
場
開
庁
時
間
内
で
す
が
、
平
日
来

庁
が
困
難
な
方
の
た
め
に
、
左
記
日

時
に
交
付
業
務
を
行
い
ま
す
。

日
６
月
２６
日（
日
）９
時
～
１７
時

所
町
役
場　

住
民
課

管
理
に
あ
た
っ
て
は
、
農
薬
の
飛
散

を
原
因
と
す
る
住
民
や
ペ
ッ
ト
等
へ

の
健
康
被
害
が
生
じ
な
い
よ
う
、
で

き
る
だ
け
農
薬
を
使
用
し
な
い
管
理

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

農
薬
を
散
布
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
は
、
事
前
に
周
辺
住
民
へ
の
連
絡

や
看
板
の
設
置
を
行
う
、
散
布
す
る

際
の
風
向
き
や
時
間
帯
を
考
慮
す
る

な
ど
、
飛
散
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

※�

農
薬
に
は
、
病
害
虫
の
防
除
を

目
的
に
散
布
す
る
も
の
の
他
に
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
用
の

ス
プ
レ
ー
式
の
殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
、

芝
生
等
の
雑
草
対
策
で
使
用
す
る

除
草
剤
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

水
道
週
間

（
６
月
１
日（
水
）～
７
日（
火
））

問
産
業
建
設
部
上
下
水
道
課

撒（
57
）４
１
９
４

「
じ
ゃ
口ぐ
ち

か
ら　

安
心
と
ど
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
来
ま
で
」

　

水
道
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
、
今
後
の
水
道
事
業
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」 

　
　
　
に
ご
協
賛
く
だ
さ
い

対�

「
ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
協

賛
金
」
と
し
て
、
次
の
い
ず
れ
か

の
金
額
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
る
、

個
人
ま
た
は
事
業
主
な
ど
の
方

儡
①
一
口　

５
千
円

　

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
の
お
名

　
　

前
ま
た
は
社
名
を
、
会
場
で
配

　
　

布
す
る
「
チ
ラ
シ
」
に
記
載

　

②
一
口　

３
万
円

　

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
方
の
お
名

　
　

前
ま
た
は
社
名
を
、
会
場
で
配

　
　

布
す
る「
チ
ラ
シ
・
う
ち
わ
」に

　
　

記
載

申�

６
月
１
日（
水
）～
２４
日（
金
）

※
う
ち
わ
へ
の
掲
載
を
希
望
さ
れ
る

　

方
は
６
月
１０
日（
金
）ま
で
。

ひ
ま
わ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
連
携
事
業

　

れ
ん
が
ま
つ
り

日
７
月
２２
日（
金
）～
２４
日（
日
）

　

９
時
～
１７
時

　

（
受
付
時
間
は
16
時
ま
で
）

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

　

撒（
３３
）６
６
６
７



（１４）

講
師　

加
藤　

裕
一　

氏

定
20
名
（
ど
な
た
で
も
可
）

儡
無
料

集�

合
場
所　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
（
野

木
町
交
流
セ
ン
タ
ー
）

申�

６
月
17
日（
金
）ま
で
に
問
い
合
わ
せ

先
に
電
話
で
申
し
込
み（
先
着
順
）

そ�

の
他　

歩
き
や
す
い
靴
、
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ
！
」�

子
ど
も
ま
つ
り
開
催

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
９
６

　

の
ぎ
の
ん
、
ひ
ま
わ
り
サ
ン
ち
ゃ

ん
や
七
夕
飾
り
が
お
出
迎
え
、
楽
し

い「
み
ん
な
で
あ
・
そ
・
ぼ
」
子
ど

も
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

小
さ
い
子
ど
も
さ
ん
や
小
学
生
の

皆
さ
ん
、
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
一

緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
よ
！
帰
り
に
は
ポ
ッ
プ

コ
ー
ン
や
美
味
し
い
お
菓
子
の
お
土

産
も
あ
り
ま
す
。

日
７
月
３
日（
日
）10
時
～
12
時

所
町
公
民
館
１
階
ロ
ビ
ー
・
２
階
全
室

申�

当
日
受
付　

儡
無
料

対�

小
学
校
低
学
年
生
以
下（
託
児
有
り
）

容�

ゲ
ー
ム
・
折
り
紙
・
も
の
づ
く
り
・

昔
遊
び
・
本
の
読
み
聞
か
せ

主�

催　

野
木
町
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会

６
月
は
食
育
月
間�

ク
ッ
キ
ン
グ
講
座

問
町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
１

〝
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
〟　

食
生
活
改
善
推
進
員
会
が
開
催
し
ま

す
。
皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

日
６
月
１７
日（
金
）１０
時
～
１３
時

所
町
公
民
館

対�

町
内
在
住
の
方（
先
着
20
名
）

儡
１
人
５
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

メ�

ニ
ュ
ー　

お
に
ぎ
ら
ず
、
汁
物
、

デ
ザ
ー
ト（
予
定
）

申�

６
月
１
日（
水
）～
参
加
費
を
添
え

町
健
康
福
祉
課
へ（
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
）

主
催　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

渡
良
瀬
遊
水
地
植
物
観

察
会
参
加
者
募
集

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
５７
）４
２
６
０

　

渡
良
瀬
遊
水
地
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル

条
約
に
登
録
さ
れ
た
湿
地
で
あ
り
、

自
然
の
宝
庫
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

遊
水
地
の
初
夏
は
、
色
鮮
や
か
な
花

を
咲
か
せ
る
植
物
た
ち
が
見
頃
を
迎

え
ま
す
。
そ
の
植
物
た
ち
を
一
緒
に

観
察
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
６
月
23
日（
木
）９
時
50
分
集
合

　

10
時
〜
11
時
30
分

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

お知らせ

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
が 

ま
す
ま
す
便
利
に
！

問
産
業
建
設
部
産
業
課
撒（
５７
）４
１
５
３

　

新
た
に
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
で
レ
ン

タ
サ
イ
ク
ル
の
貸
し
出
し
が
始
ま
り

き
ら
り
館
・
野
木
駅
西
口
と
併
せ
て
、

町
内
３
箇
所
で
利
用
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
の
返
却

は
、
各
施
設
や
古
河
駅
前
の
「
ま
ち

な
か
再
生
市
民
ひ
ろ
ば
」
に
で
き
ま

す
。
中
学
生
以
上
で
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
観
光

施
設
巡
り
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

儡
無
料

利�

用
方
法　

各
施
設
で
受
付（
身
分

証
明
書
が
必
要
で
す
。）

※�

野
木
駅
西
口
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

は
野
木
駅
西
口
駅
前
の
セ
ブ
ン
イ

レ
ブ
ン
で
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
時
間　

　

４
月
～
９
月　

９
時
～
18
時

　

10
月
～
３
月　

９
時
～
16
時

広
報
連
絡
委
員
名
簿

問
総
合
政
策
部
政
策
課
撒（
５７
）４
１
３
４

　

広
報
連
絡
委
員
の
皆
様
に
は
各
地

区
の
情
報
や
レ
ポ
ー
ト
を
町
に
提
供

し
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
地
域
の

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成

２８
年
度
区
長
名
簿

問
総
合
政
策
部
総
務
課
撒（
５７
）４
１
１
９

　

未
定
だ
っ
た
新
橋
区
長
が
決
定
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※�
新
橋
区
以
外
の
区
長
は
、５
月
号

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

新
橋
区
長　

檜
山　

金
哉

  　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
省
略
）

地区 氏名 地区 氏名

友沼 青木　茂男 中谷 鈴木　克幸

松原 小関　良枝 丸林 齊藤　逸郎

新橋 川元由美子 潤島 須田　成治

野木 海老沼記子 若林 舘野まさ子

野渡 小村　敏雄 佐川野 宝示戸英夫

南赤塚 石川　　清 川田 小泉　常男

◎平成２８・２９年度広報連絡委員名簿（敬称略）



（１５）

全
国
一
斉

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

電
話
相
談
開
設

　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
と
栃
木
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
子
ど
も

を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
６

月
27
日（
月
）～
７
月
３
日（
日
）の
一

週
間
を
全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間
と
し
て
、
子

ど
も
に
対
す
る
い
じ
め
、
い
や
が
ら

せ
、強
制
・
強
要
、暴
行
・
虐
待
等
様
々

な
相
談
に
つ
い
て
、
時
間
を
延
長
し

て
電
話
で
応
じ
ま
す
。

日
６
月
27
日（
月
）～
７
月
３
日（
日
）

　

８
時
30
分
～
19
時

　

（�

土
曜
・
日
曜
日
に
つ
い
て
は
、
10

時
～
17
時
ま
で
）

実�

施
機
関　

宇
都
宮
地
方
法
務
局
栃

木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

電
話
番
号　

　

０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

　
　
　
　
　

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※�

相
談
は
秘
密
厳
守
と
な
り
ま
す
の

で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

学
校
見
学
会
の
ご
案
内

問
こ
ど
も
教
育
課
撒（
５７
）４
１
６
２

　

栃
木
県
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　

撒
０
２
８
５（
４４
）６
６
９
８　

　　

本
校
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
お

子
様
の
就
学
で
お
悩
み
の
方
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
学
校
説
明
会

○
小
・
中
学
部
合
同

　

第
１
回　

７
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
２０
分
～
１１
時　

○
小
学
部

　

第
２
回　

８
月
２４
日（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
～
１１
時

　

第
３
回　

１０
月
１２
日（
水
）

　
　
　
　
　

９
時
２０
分
～
１１
時　

○
中
学
部

　

第
２
回　

８
月
２６
日（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
～
１１
時

　

第
３
回　

１０
月
３
日（
月
）

　
　
　
　
　

９
時
２０
分
～
１１
時

○
高
等
部

　

第
１
回　

７
月
１
日（
金
）

　
　
　
　
　

９
時
２０
分
～
１２
時

　

第
２
回　

７
月
２８
日（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
～
１２
時

　

第
３
回　

１１
月
２４
日（
木
）

　
　
　
　
　

９
時
２０
分
～
１２
時

　
　
　
　
　

（
入
選
説
明
会
）

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

問
社
会
福
祉
法
人
と
ち
ぎ
健
康
福
祉
協
会

　

撒
０
２
８（
６
５
０
）５
５
８
７

　

町
民
生
活
部
健
康
福
祉
課

撒（
５７
）４
１
７
３

　

介
護
保
険
制
度
で
適
切
な
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
事
業
者
と
の
連

絡
調
整
な
ど
を
行
う
介
護
支
援
専
門

員
を
養
成
す
る
た
め
の
試
験
で
す
。

日
１０
月
２
日（
日
）１０
時
～
１２
時

所
宇
都
宮
大
学
（
峰
キ
ャ
ン
パ
ス
）

　

と
ち
ぎ
健
康
の
森

儡
７
７
０
０
円

申�

込
方
法　

試
験
案
内
書
に
同
封
の

封
筒
で
簡
易
書
留
に
て
送
付

申
込
受
付
期
間　

　

６
月
１３
日（
月
）～
３０
日（
木
）

試
験
案
内
書
配
布
期
間　

　

６
月
１
日（
水
）～
３０
日（
木
）

試
験
案
内
書
配
布
場
所

　

町
健
康
福
祉
課
・
県
高
齢
対
策

　

課
・
と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
・
県
シ

　

ル
バ
ー
大
学
校
・
と
ち
ぎ
健
康
の

　

森
・
県
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

①
６
月
２２
日（
水
）

　

②
１０
月
２８
日（
金
）

　

③
１２
月
１５
日（
木
）

所
栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　

下
野
市
柴
６-

２

申�

就
学
前
の
お
子
様
で
来
年
度
就
学

（
年
長
児
）
の
方
は
野
木
町
教
育

委
員
会
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
小
・
中
学
生
は
通
学
し
て
い

る
学
校
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

平
成

２８
年
度

　
　
調
理
師
試
験

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

撒
０
２
８
５（
２２
）４
２
３
５

　

調
理
師
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。
な
お
、
受
験
に
は
２
年
以

上
の
調
理
業
務
な
ど
実
務
経
験
が
必

要
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
８
月
３
日（
水
）９
時
３０
分
～
１２
時

所
宇
都
宮
短
期
大
学
附
属
高
等
学
校

　

宇
都
宮
市
睦
町
１-

35

願
書
受
付
（
郵
送
不
可
）

　

６
月
１５
日（
水
）～
１７
日（
金
）

お知らせ



（１６）

防
衛
大
学
校
等
入
学
試
験
及
び

自
衛
官
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　

撒
０
２
８
５（
２５
）４
７
６
３

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

お知らせ

日 容 儡所 定対 申

〈
キ
ラ
輪
号
〉か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
社
会
福
祉
協
議
会
撒（
５７
）３
１
０
０

　

都
市
整
備
課　

撒（
５７
）４
１
６
１

　

〈
キ
ラ
輪
号
〉は
、町
の
中
な
ら「
ど

こ
か
ら
で
も
、
ど
こ
へ
で
も
」
乗
り

降
り
で
き
る
、
公
共
の
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
で
す
。
皆
さ
ん
の
お
出
か
け

に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
は
じ
め
に
ご
利
用
登
録
が
必
要
で

す
。

②
ご
利
用
に
は
利
用
券
が
必
要
で
す
。

【
利
用
料
金
１
回
（
片
道
）】

　

大
人
（
中
学
生
以
上
）
３
０
０
円

　

小
人
（
小
学
生
以
下
）
２
０
０
円

　

７５
歳
以
上　
　
　
　
　

２
０
０
円

　

３
歳
未
満　
　
　
　
　
　
　

無
料

③
運
行
日
・
運
行
時
間

　

月
曜
日
～
金
曜
日

　

８
時
～
１７
時

※
土
日
祝
日
、
８
月
１３
日
～
１６
日
、

　

１２
月
２９
日
～
１
月
３
日
は
除
く

※
詳
し
い
こ
と
は
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
。

栃
木
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

問（
公
財
）栃
木
県
育
英
会
事
務
局

　
　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
５
９

　

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
平
成
２８
年

４
月
に
高
等
学
校
（
中
等
教
育
学
校

の
後
期
課
程
及
び
特
別
支
援
学
校
の

高
等
部
を
含
む
。）
ま
た
は
修
業
年

限
２
年
以
上
の
専
修
学
校
高
等
課
程

に
在
学
し
て
い
る
人
を
対
象
に
奨
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

６
月
２０
日（
月
）ま
で

貸
与
月
額　

国
公
立　

１
万
８
千
円

　
　
　
　
　

私
立　
　

３
万
円

願
書
等
配
布
先

　

県
内
高
等
学
校
、
市
町
教
育
委
員

　

会
、
県
教
育
事
務
所
、
県
民
プ
ラ

　

ザ
、
県
民
相
談
室

※
詳
し
い
こ
と
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽h
ttp

//w
w
w
.to

ch
iik

u
.sa

k
u
ra
.�

　

n
e.jp

/in
d
ex

.h
tm

l

お
願
い

　

栃
木
県
育
英
会
で
は
、
奨
学
金
の

貸
付
原
資
と
な
る
善
意
の
寄
付
金
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
１
人
で
も
多
く

の
方
に
ご
支
援
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
金
の
振
込
書
等
に
つ

い
て
は
、
町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
教

育
課
に
あ
り
ま
す
。

※
左
記
は
、
自
衛
官
等
募
集
案
内
を

　

抜
粋
し
た
も
の
で
す
。
詳
し
く
は

　

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集種目 資格 受付期間 試験期日

航空学生
高卒（見込含）
２１歳未満の者

８月１日〜９月８日 １次：９月２２日

一般曹候補生

１８歳以上
２７歳未満の者

８月１日〜９月８日
１次：
９月１６日・１７日

（いずれか１日）

自衛官候補生

男子
年 間 を 通 じ お こ
なっております

受付時に通知（平
成２９年３月高校
卒 業 予 定 者 は ９
月１６日以降実施）

女子 ８月１日〜９月８日
９月２３日〜２７日

（いずれか１日）

防衛大学校
学　　　生

推薦

高卒（見込含）
２１歳未満の者

９月５日〜８日
９月２４日・２５日

総合選抜 １次：９月２４日

一

般

前期 ９月５日〜３０日
１次：
１１月５日・６日

後期
平成２９年
１月２１日〜２７日

１次：
平成２９年２月１８日

防衛医科大学校
医学科学生

９月５日〜３０日
１次：
１０月２９日・３０日

防衛医科大学校
看護学科学生

（自衛官候補看護学生）
９月５日〜３０日 １次：１０月 15 日

人
権
標
語

　
　
だ
い
じ
ょ
う
ぶ

　
　
　
　
　
一
人
じ
ゃ
な
い
よ
　
私
が
い
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
木
第
二
中
２
年　

倉く
ら
も
ち持　

葵
あ
お
い

（
２７
年
度
に
学
校
を
通
じ
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

予約センター

緯（５４）５５１５

　平日８時～
　　１６時３０分



（１７）

所
の
ぎ
水
辺
の
楽
校

持
ち
物　

懐
中
電
灯

そ�

の
他　

ホ
タ
ル
育
成
協
力
金
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

※�

駐
車
場
は
２
か
所
（
駐
車
台
数
に

限
り
が
あ
り
ま
す
。）

※�

近
く
の
方
は
自
転
車
や
徒
歩
で
来

場
し
て
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
・
強
風
時
は
中
止

栃
木
県
政
世
論
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

問
県
広
報
課

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

対�

県
内
に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
方

か
ら
２
千
名
を
無
作
為
抽
出

期
間

　

６
月
14
日（
火
）ま
で

実
施
方
法

　

調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。

　

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。）

お知らせ
プ
ラ
容
器
排
出
と
資
源
物
調
査

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

問
町
民
生
活
部
生
活
環
境
課

撒（
５７
）４
１
３
１

　

町
環
境
委
員
会
で
は
、
６
月
に
家

庭
か
ら
出
さ
れ
る
プ
ラ
容
器
と
資
源

物
の
分
別
排
出
の
調
査
と
指
導
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
区
の
環

境
委
員
が
立
ち
会
い
ま
す
の
で
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
プ
ラ
容
器
及
び
資
源
物
の
収
集
日

所�

プ
ラ
容
器
集
積
所
と
資
源
物
集
積

所
容
町
の
ご
み
出
し
の
決
ま
り
を
守
っ

　

て
い
る
か
、
資
源
物
回
収
コ
ン
テ

　

ナ
の
利
用
方
法
な
ど
に
つ
い
て
調

　

査
し
、
必
要
に
応
じ
て
指
導
を
し

　

ま
す
。

第
５
回
ホ
タ
ル
祭
り

問
総
合
政
策
部
未
来
開
発
課

撒（
５７
）４
２
６
０

日
６
月
11
日（
土
）・
12
日（
日
）

　

17
時
～
21
時

　

模
擬
店
等
は
15
時
よ
り

～�

社
会
は
み
ん
な
で
つ
く
り
　

み
ん
な
で
支
え
あ
っ
て
い
く
も
の
～

　

今
年
度
も
「
き
ら
り
館
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
す
。
き
ら
り
館
で
は
、

ふ
れ
あ
い
の
場
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

日
６
月
２２
日（
水
）１０
時
～
１１
時
３０
分

所
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」
第
２
会
議
室

ゲ
ス
ト　

伏
木
ミ
サ
子
さ
ん

　

（
更
生
保
護
女
性
会
代
表
）

儡
無
料　

定
１５
名
程
度

申�

不
要
。
当
日
の
参
加
歓
迎
。

お
や
ま
地
区
大
卒
等
合
同

企
業
説
明
会
の
お
知
ら
せ

問
小
山
わ
か
も
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

撒
０
２
８
５（
３７
）７
１
２
７

日
６
月
３
日（
金
）13
時
～
16
時

　

12
時
10
分
よ
り
受
付

所
小
山
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

小
山
市
神
鳥
谷
２
０
２

参
加
予
定
企
業　

50
社

対�

平
成
29
年
３
月
大
学
院
・
大
学
・

短
大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
卒
業

予
定
者
及
び
大
学
等
卒
業
後
３
年

以
内
の
方

※�

事
前
申
込
不
要
、参
加
無
料
、当
日

は
履
歴
書
持
参

６
月
15
日
は
県
民
の
日

問
県
県
民
文
化
課

　

撒
０
２
８（
６
２
３
）３
４
２
２

　

栃
木
県
で
は
、
郷
土
へ
の
理
解
と

関
心
を
深
め
る
こ
と
等
を
目
的
に
、

６
月
１５
日
を
県
民
の
日
と
定
め
て
い

ま
す
。
今
年
も
、
６
月
１５
日（
水
）に

県
本
庁
舎
等
で
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
、
県
内
外
協
賛
施
設
で
無
料
開

放
や
一
部
割
引
等
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

主
な
ガ
イ
ド
配
布
場
所

　

県
本
庁
・
合
同
庁
舎
、
市
町
窓
口

※��

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。

「
き
ら
り
館
」
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
き
ら
り
館
」　

撒（
２３
）１
２
３
１

　
　
　
　
　
　
　

姉（
２３
）１
２
３
２

　

死k
ira

rik
a
n
@
p
ea
rl.o

cn
.n
e.jp

興�

平
成

２８
年
度

　
第
１
回
き
ら
り
館
ト
ー
ク
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県民の日マスコット
「ルリちゃん」



（１８）

お知らせ

直
接
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
で
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

　

〒
３
２
９-

０
１
０
１

　

野
木
町
大
字
友
沼
１
８
１

選
考　

応
募
多
数
の
場
合
抽
選

そ�

の
他　

報
酬
・
交
通
費
等
の
支
給

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

申
込
用
紙
は
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま

た
は
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

公
益
財
団
法
人
野
木
町
施
設
振

興
事
業
団
の
嘱
託
職
員
募
集

問�

公
益
財
団
法
人
野
木
町
施
設
振
興

事
業
団
野
木
町
文
化
会
館

　

撒（
５７
）２
０
０
０

　

平
成
28
年
８
月
１
日
か
ら
勤
務
で

き
る
野
木
町
文
化
会
館
の
嘱
託
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

募�

集
職
種　

公
益
財
団
法
人
野
木
町

施
設
振
興
事
業
団
嘱
託
職
員
（
一

般
事
務
・
舞
台
管
理
等
）

募
集
人
数　

１
名

受�

験
資
格　

平
成
28
年
４
月
１
日
現

在
で
、
満
35
歳
以
下
の
方

試
験
日
時　

　

７
月
９
日（
土
）９
時
30
分
～

　

（
作
文
、
面
接
試
験
）

試�

験
会
場　

野
木
町
文
化
会
館（
エ

ニ
ス
ホ
ー
ル
）

申
込
受
付　

６
月
８
日
～
30
日

税
務
職
員
採
用
試
験
の
お
知
ら
せ

問【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
つ
い
て
】

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　
撒
０
３（
３
５
８
１
）５
３
１
１

　

９
時
30
分
～
17
時

　

【
右
記
以
外
に
つ
い
て
】

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　
撒
０
４
８（
６
０
０
）３
１
１
１

　

８
時
30
分
～
17
時

　
（
土
・
日
曜
日
及
び
祝
日
等
の
休
日
は
除
く
。）

　　

税
務
署
や
国
税
局
で「
税
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
と
し
て
勤
務
す
る
税

務
職
員（
国
家
公
務
員
）を
募
集
し
ま

す
。

受
験
資
格　

奥�

平
成
28
年
４
月
１
日
に
お
い
て
高

校
ま
た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
３

年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
及
び
平

成
29
年
３
月
ま
で
に
高
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
卒
業
見
込
み
の
者

芋�

人
事
院
が
上
記
奥
に
掲
げ
る
者
に

準
ず
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度　

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
方
法
等　

【
原
則
】イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

受�

付
期
間　

６
月
20
日（
月
）９
時
～

６
月
29
日（
水
）※
受
信
有
効

【�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込
み
が

で
き
な
い
場
合
】

　

郵
送
ま
た
は
持
参
（
希
望
す
る
第

１
次
試
験
地
を
管
轄
す
る
人
事
院
各

地
方
事
務
局
へ
提
出
）

受�

付
期
間

　

６
月
20
日（
月
）～
22
日（
水
）

※�

６
月
22
日（
水
）ま
で
の
通
信
日
付

印
有
効

試
験
日　

第
１
次
試
験
日　

９
月
４
日（
日
）

第�

２
次
試
験
日　

10
月
12
日（
水
）～

21
日（
金
）の
い
ず
れ
か
第
１
次
試

験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

野
木
町
文
化
会
館
企
画

選
定
委
員
会
委
員
募
集

問
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

　
撒（
５７
）２
０
０
０

　
姉（
５７
）２
０
４
４

　
死en

iss_k
ik
a
k
u
@
y
a
h
o
o
.co

.jp

　

野
木
町
文
化
会
館（
エ
ニ
ス
ホ
ー

ル
）
で
実
施
す
る
事
業
の
企
画
に
つ

い
て
広
く
町
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
た
め
の
委
員
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
名

任�

期　

委
嘱
日
よ
り
平
成
29
年
３
月

31
日
ま
で

資�

格　

20
歳
以
上
の
町
内
に
住
所
が

あ
る
方

募
集
期
間　

　

６
月
10
日（
金
）～
30
日（
木
）

応�

募
方
法　

申
込
用
紙
に
記
入
し
、

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

※�

来
館
の
場
合
、
火
曜
日
を
除
く
９

時
～
17
時　

※
郵
送
の
場
合
、
６
月
30
日
必
着

提�

出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の

に
写
真
添
付
）

※�

履
歴
書
提
出
後
、
試
験
案
内
を
通

知
い
た
し
ま
す
。

採
用
予
定　

平
成
28
年
８
月
１
日

休�

日　

週
休
２
日
制
（
毎
週
火
曜

日
と
そ
の
他
１
日
）・
年
末
年
始

（
12
月
29
日
か
ら
翌
年
１
月
３
日
）

※�

詳
し
く
は
野
木
町
文
化
会
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
５
月
号
の
掲
載
内
容
に
一
部

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　

18
頁
の
「
教
職
員
の
異
動
」
中　

【
誤
】�

養
護
教
諭

▽
佐
川
野
小（
小
山
城
南
小
）新
村
み

ど
り

【
正
】

事
務
長

▽
佐
川
野
小（
小
山
城
南
小
）新
村
み

ど
り

【
追
加
】

栄
養
教
諭

▽
新
橋
小（
新
橋
小
）岩
﨑
葉
子

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。



（１９）

お知らせ・生涯学習

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

撒（
５６
）２
１
３
７

興
新
規
会
員
募
集

　

新
規
会
員
の
入
会
説
明
会
を
左
記

日
程
で
開
催
し
ま
す
。
入
会
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
電
話
連
絡
の
上
お
越

し
下
さ
い
。
入
会
資
格
は
、
野
木
町

在
住
で
、
60
歳
以
上
の
健
康
で
働
く

意
欲
の
あ
る
方
で
す
。
特
に「
障
子
・

襖
・
網
戸
」、「
農
作
業
」、「
屋
内
清
掃
」

及
び「
家
事
援
助
」の
で
き
る
方
を
募

集
中
で
す
。
ま
た
、
女
性
の
方
の
入

会
は
大
歓
迎
で
す
。

興
入
会
説
明
会

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

（
ホ
ー
プ
館
南
側
）

日
６
月
９
日（
木
）１４
時
～
１５
時
３０
分

　
　
　
　
　
　
　

（
筆
記
用
具
持
参
）

興
刃
物
研
ぎ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
ま

か
せ
頂
け
れ
ば
昔
の
切
れ
味
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

依
頼
く
だ
さ
い
。

所
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

日
６
月
17
日（
金
）10
時
～
15
時

儡
包
丁
類�

２
０
０
円
～

　

ハ
サ
ミ
類�

６
０
０
円
～

　

鎌
・
ナ
タ
類�

３
０
０
円
～

興
障
子
・
襖
・
網
戸
貼
り

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
子
・
襖
・
網
戸
の
張
替
も
承
っ
て
お

り
ま
す
。

　

皆
様
か
ら
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

第
９
回
危
険
物
安
全
講
習
会

問
小
山
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　

撒
０
２
８
５（
３９
）６
６
５
８

日
６
月
２４
日(

金)

　

１４
時
～
１６
時
３０
分

所
小
山
市
中
央
公
民
館　

視
聴
覚
室

　

小
山
市
中
央
町
１-

１-

１

対�
危
険
物
の
知
識
を
得
た
い
方

儡
無
料

申�

６
月
２２
日(
水)

ま
で
に
小
山
市
消

防
本
部
３
階
予
防
課
保
安
係
へ
電

話
ま
た
は
来
所

※
土
日
除
く
８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会

問
小
山
市
消
防
署
救
急
係

　
　
　

撒
０
２
８
５（
３９
）６
６
６
６

　

小
山
市
消
防
署
野
木
分
署

　
　
　
　
　
　
　

撒（
５７
）１
１
１
９

日
７
月
９
日（
土
）　

９
時
～
１２
時

　

（
受
付　

８
時
３０
分
～
）

所
小
山
市
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

　

小
山
市
大
字
神
鳥
谷
１
７
０
０-

２

容
心
肺
蘇
生
法
、
止
血
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

　

使
用
方
法
な
ど

申�

６
月
１５
日（
水
）～
３０
日（
木
）

定
３０
名
（
先
着
順
）

そ
の
他

・
受
講
料
は
無
料
で
す
。

・
テ
キ
ス
ト
を
配
布
し
ま
す
。

・
活
動
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

　

だ
さ
い
。

○ 

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

祝
日
を
除
く
８
時
30
分
か
ら
17
時

国
際
理
解
シ
リ
ー
ズ
受
講
生
募
集

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　

町
生
涯
学
習
課
と
国
際
交
流
協
会

と
の
協
働
講
座
で
す
。

　

大
人
の
た
め
の
世
界
史
講
座
（
５)

歴
史
か
ら
紐
解
く
〝
中
国
〟
の
原
像

日
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照（
全
２
回
）

講
師　

関
根　

秋
雄
氏

　

（
中
央
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
）

所
町
公
民
館

対
町
在
住
在
勤
者

定
３０
名
（
先
着
順
）

儡
無
料

申�

６
月
７
日（
火
）～
１７
日（
金
）

　

町
公
民
館
へ
来
館
ま
た
は
電
話　

※ 「
町
で
測
定
し
て
い
る
環
境
放
射
線
量
な
ど
の
状
況
」は
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
�

　
パ
ソ
コ
ン
サ
ロ
ン

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
初
心
者
対

象
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

日
６
月
１８
日（
土
）

　

９
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

６
月
２３
日（
木
）

　

１３
時
３０
分
～
１５
時
３０
分

所
町
公
民
館

※
日
程
変
更
も
あ
り
ま
す
の
で
、
公

　

民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

　

い
。

生
涯
学
習

回 日　時 テーマ

１ ６月 21 日（火）
14 時〜 16 時

“中国”とは何か？
−その基本的理解−

２ ６月 28 日（火）
14 時〜 16 時

中国が“中国”となった時
−秦漢時代を中心にー

◎大人のための世界史講座（５）

※�都合により内容変更の場合もありますのでご了承くださ
い。



（２０）

�

申
６
月
３
日（
金
）～
１２
日（
日
）電
話

ま
た
は
直
接
、
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

へ
人
文
講
座
　
歴
史
編
Ⅰ 

「
野
木
逍し
ょ
う
よ
う
遥
　
原
始
古
代
」

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
33
）６
６
６
７

　

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
で
は
、

現
在
、

特
別
企
画
展「
野
木
の
起
源
」に
て
、

原
始
古
代
か
ら
中
世
ま
で
、
野
木
町

出
土
の
多
種
多
様
な
遺
物
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
各

時
代（
原
始
古
代
か
ら
中
世
）の
研
究

者
を
お
招
き
し
て
、
野
木
町
の
悠
久

の
歴
史
を
大
き
な
視
野
か
ら
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日
①
６
月
19
日（
日
）14
時
～
16
時

講
師　

栃
木
県
立
博
物
館

　
　
　

森
島　

秀
一
先
生

演�

題　

「
野
木
の
あ
け
ぼ
の
」旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代

　

②
６
月
25
日（
土
）14
時
～
16
時　

講
師　

栃
木
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

　
　
　

塚
本　

師
也
先
生

演�

題　

「
花
開
く
縄
文
時
代
」松
原
北

遺
跡
を
語
る

定
３０
名　

儡
無
料

所�

野
木
ホ
フ
マ
ン
館（
野
木
町
交
流

セ
ン
タ
ー
）

対�

興
味
の
あ
る
方

申�

６
月
３
日(

金)

～
12
日(

日)

電
話

ま
た
は
直
接
、
野
木
ホ
フ
マ
ン
館

へ

記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

生涯学習

花
の
気
持
ち
を
感
じ
よ
う 

 
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座

問
町
公
民
館　
　

撒（
５７
）４
１
７
７

　　

町
公
民
館
で
は
、
花
い
っ
ぱ
い
の

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
緑
と
草
花

に
親
し
む
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
座
を
開

講
し
ま
す
。
花
苗
や
土
と
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
草
花
栽
培
の
基
本
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

日
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照（
全
３
回
）

講
師　

小
山
北
桜
高
校（
花
担
当
）

　

水
戸
部
先
生
、末
若
先
生

所�

町
公
民
館　

�

対�

町
在
住
在
勤
者

定
３０
名（
先
着
順
）

儡
３
千
円（
材
料
費
）

申�

６
月
２
日(

木)

～
14
日(

火)

参
加

費
を
添
え
て
町
公
民
館
へ

○�

講
座
・
教
室
の
申
込
受
付
は
、月
曜

を
除
く
９
時
〜
17
時

文
化
財
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
養
成
講
座

問
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
撒（
３３
）６
６
６
７

　

今
、
名
所
や
文
化
財
な
ど
で
ガ
イ

ド
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

が
、
各
地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。
野
木
町
に
は
煉
瓦
窯
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
煉
瓦
窯
を
と
り
ま
く
歴
史

を
学
び
、
煉
瓦
窯
の
案
内
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。「
は

じ
め
の
一
歩
」
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ

う
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

定
３０
名　

儡
無
料

所�

野
木
ホ
フ
マ
ン
館
（
野
木
町
交
流

セ
ン
タ
ー
）

対�

町
内
、
町
外
問
わ
ず
野
木
町
煉
瓦

窯
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
に
興

味
の
あ
る
方　

◎文化財案内ボランティアガイド養成講座

日　時 内　容 講　師

１ ６月16日（木）
14 時〜 16 時

開講式
煉瓦はじめて物語

町文化振興指導員
岩上　照朗 氏

２ ６月30日（木）
14 時〜 16 時 明治〜煉瓦窯がつくられた時代〜

町文化振興指導員
岩上　照朗 氏

３ ７月７日（木）
14 時〜 16 時

旧下野煉化製造会社煉瓦窯
（野木町煉瓦窯）の歴史

野木町煉瓦窯を愛
する会

４ ７月14日（木）
14 時〜 16 時

ボランティアガイドのデビューに向けて
閉講式

野木町煉瓦窯を愛
する会

※都合により内容・講師変更の場合もありますので、ご了承ください。

日　時 内　容

１ ６月 25 日（土）
10 時〜 12 時

・�イントロダクション
　（花Ｑ＆Ａなど、ガーデニングについて）
・ジニアの鉢あげ実習
・ナスタチウム（キンレンカ）の種まき

２ ７月 30 日（土）
10 時〜 12 時

・夏の草花の寄せ植え
・葉ボタン苗（４種）の鉢上げ実習

３ ９月 17 日（土）
10 時〜 12 時

・お楽しみフラワータイム（ご期待下さい）
・パンジーの鉢あげ実習
・スカビオサ（マツムシソウ）の種まき

◎ガーデニング講座プログラム

※プランター・ポット上げ苗はお持ち帰りいただけます。
※��都合により内容変更の場合がありますのでご了承ください。

野
木
ホ
フ
マ
ン
館



（２１）

○ 

公
民
館
の
受
付
は
、
月
曜
祝
日
を

除
く
８
時
30
分
～
17
時

○ 

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

受
付
は
第
３
月
曜
日
、
土
日
祝
日

を
除
く
９
時
～

１７
時

第
44
回
野
木
町
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
選
手
権
大
会

問
町
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　

篠
山　

明
撒
０
９
０（
２
４
４
０
）
４
２
７
９

　
日
６
月
12
日（
日
）

　

受
付
９
時
～

予
備
日　

６
月
19
日（
日
）

所�

町
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対�

町
在
住
在
勤
者
、
小
学
生
、
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
登
録
者

儡
無
料

申�

６
月
1
日（
水
）～
10
日（
金
）ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

の
ぎ
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
実
施
団
体
募
集

問
生
涯
学
習
課　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

９
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
約
３
か

月
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
、「
の
ぎ
ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
６
」
実
施
団
体
を
募
集
し
ま

す
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で

申�

６
月
10
日(

金)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

健
康
食
を
作
ろ
う
！

簡
単
パ
ン
作
り
教
室

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

小
麦
の
外
皮
に
は
健
康
に
欠
か
せ

な
い
食
物
繊
維
が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
健
康
作
り
の
第
一
歩
に
パ

ン
作
り
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日�

６
月
22
日（
水
）10
時
～
14
時

所
公
民
館
調
理
室

定
20
名　

対
町
在
住
在
勤
者

儡�

会
員
８
０
０
円　

　

非
会
員
１
２
０
０
円

持�

ち
物　

三
角
巾
、エ
プ
ロ
ン
、マ
ス

ク
申�

６
月
８
日(

水)

～
16
日(

木)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ
事
業

第
３
回
ジ
�
ニ
ア
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

問
元
気
の
出
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
ぎ

　

撒（
５７
）４
１
８
７

　

室
内
で
も
楽
し
く
、
初
め
て
で
も

出
来
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
い
い
汗
を

流
し
ま
し
ょ
う
！

日�

６
月
25
日
、
７
月
2
日
、
９
日
、

16
日
、
23
日（
全
５
回
）

　

各
土
曜
日
17
時
30
分
～
19
時
30
分

所
町
体
育
セ
ン
タ
ー

定
20
名

対
６
歳
以
上
高
校
生
ま
で

儡�

小
中
学
生　

５
０
０
円

　

高
校
生　

千
円

講�

師　

一
般
財
団
法
人　

日
本
バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
協
会
上
級
指
導
員
他

持�

ち
物　

ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル
（
貸

出
あ
り
）、運
動
の
出
来
る
服
装
、

　

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、タ
オ
ル
、飲
み

　

物
申
６
月
８
日(

水)

～
16
日(

木)

ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
へ

　

スポーツ

ス
ポ
ー
ツ

弓
道
教
室

問
町
弓
道
連
盟　

栗
田
秀
実

　

撒
０
８
０（
１
１
６
０
）１
１
６
７

日�

６
月
11
日(

土)

～
８
月
６
日(

土)

ま
で
の
土
曜
日　

全
８
回

　

10
時
～
２
時
間
程
度

所
町
弓
道
場

対
中
学
生
以
上(

初
心
者
歓
迎)

儡�

無
料(

弓
具
は
弓
道
場
で
用
意)

申�

６
月
10
日(

金)

ま
で
に
問
い
合
わ

せ
先
へ

「広報のぎ」に掲載する有料広告を募集します。

　モノクロ１段枠（横１７５㎜×縦４０㎜）１６,０００円／月

　モノクロ半段枠（横８５㎜×縦４０㎜）　８,０００円／月

　※この記事のサイズが「半段枠」です。

　※審査の結果、掲載できない場合があります

　※詳しいことはお問い合わせください。

問総合政策部政策課（５７）４１３４

広　　告



（２２）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込日 容 儡所 定対 申

問
町
立
図
書
館
撒（
５７
）２
８
１
１

お
は
な
し
会

☆
グ
レ
ー
ス
森

日
６
月
３
日（
金
）１１
時
～
１１
時
３０
分

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

対
幼
児

☆
ピ
ノ
キ
オ

日
６
月
14
日（
火
）・
２１
日（
火
）

　

１１
時
～
１１
時
２０
分　

　

１８
日（
土
）

　

１４
時
３０
分
～
１５
時

容
♪
絵
本
よ
み
き
か
せ

　

♪
手
あ
そ
び

対
幼
児

☆
し
ゃ
ぼ
ん
だ
ま
︵
図
書
館
職
員
︶

日
６
月
１１
日（
土
）１１
時
～
１１
時
３０
分

容
♪
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

♪
工
作
等

対
４
歳
位
～
小
学
生

※
会
場
は
１
階
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

　

で
す
。

※
対
象
は
目
安
で
す
の
で
、
お
気
軽

　

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
で

あ
そ
ぼ
う
外

日
７
月
１０
日（
日
）　

　

１１
時
～
１１
時
３０
分

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

対
０
歳
～
２
歳　

主
催　

ひ
よ
こ
の
会
・
よ
ち
よ
ち
く

　

ら
ぶ

申����

図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

図
書
館
カ
フ
ェ
♪

　

カ
フ
ェ
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
ま

す
！
親
子
読
書
講
演
会
を
聴
い
た
あ

と
は
、
図
書
館
カ
フ
ェ
♪
で
ゆ
っ
く

り
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

日
７
月
３
日（
日
）

　

１３
時
～
１６
時

所
図
書
館
２
階
飲
食
コ
ー
ナ
ー

容
コ
ー
ヒ
ー
他（
１
杯
１
０
０
円
）

　

皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

としょかん

と
し
ょ
か
ん

親
子
読
書
講
演
会
　

演
題「
児
童
小
説
と
漫
画
家
」

講
師
　
漫
画
家
　
赤
羽
み
ち
え
先
生

　

広
報
の
ぎ﹃
の
ぎ
っ
子
通
信
﹄で
も

お
な
じ
み
の
野
木
町
観
光
大
使
赤
羽

み
ち
え
先
生
に
よ
る
「
親
子
読
書
講

演
会
」
で
す
。

　

先
生
は
秋
田
書
店
発
行
「
フ
ォ
ア

ミ
セ
ス
」
に
て
漫
画
﹃
ぬ
く
も
り
﹄

を
連
載
中
で
す
。

　

ま
た
、
野
木
町
在
住
で
も
あ
り
、

町
制
50
周
年
の
際
に
は
町
の
鳥
「
ふ

く
ろ
う
」
の
イ
ラ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
も

作
成
さ
れ
ま
し
た
。
ご
自
身
が
さ
し

絵
を
担
当
し
た
少
女
小
説
を
は
じ
め

と
し
た
多
数
の
本
を
町
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
る
な
ど
、
町
と
深
い
関
わ
り

を
持
た
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

漫
画
家
独
自
の
視
点
か
ら
の
興
味

あ
る
お
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

広
報
紙
を
彩
る
赤
羽
先
生
に
直
接
お

会
い
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

日
７
月
３
日（
日
）14
時
～
15
時

所
図
書
館
２
階
ホ
ー
ル

定
50
名

対�

小
学
生
以
上

申�

６
月
１
日（
水
）～
７
月
２
日（
土
）

　

図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

７
月
１
日
か
ら
貸
出
カ
ー
ド
の
更

新
時
に
身
分
証
明
書
の
提
示
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
お
手
数
を
お
か
け
し

ま
す
が
ご
理
解
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※�

貸
出
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
３
年

で
す
。

※�

貸
出
カ
ー
ド
と
身
分
証
明
書
を
持

参
の
う
え
、
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。　



（２３）

俳
句
講
座（
全
５
回
）

ー
俳
句
を
み
ん
な
で
楽
し
も
う
ー

日�

７
月
２１
日（
木
）、
８
月
１１
日（
木
）、

24
日（
水
）、
９
月
３
日（
土
）、

　

１５
日（
木
）

　

１0
時
～
１１
時
30
分

所
図
書
館
２
階
研
修
室

講
師　

篠
崎　

利
男
氏

　
　
　

小
山
中
央
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動

　
　
　

退
職
校
長
会
「
き
さ
ら
ぎ
俳
句
会
会
長
」

容
第
１
回　

基
礎
編
①

　

第
２
回　

基
礎
編
②

　

第
３
～
５
回　

実
作

定
１５
名
程
度　

儡�

無
料

申�

６
月
１０
日（
金
）～
７
月
１０
日（
日
）

図
書
館
に
来
館
ま
た
は
電
話

移
動
図
書
館
巡
回
日
程

　

ひ
ま
わ
り
号
で
、
各
小
学
校
を
巡

回
し
て
い
ま
す
。
一
般
の
方
に
も
貸

し
出
し
が
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
児
童
書
が
中
心

で
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
貸
し
出
し

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

南
赤
塚
小　

６
月
１
日(

水)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
～
１３
時
３０
分

新
橋
小　
　

６
月
８
日(

水)

　
　
　
　
　

１３
時
～
１４
時

野
木
小　
　

６
月
９
日(

木)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
～
１３
時
４５
分

佐
川
野
小　

６
月
１４
日(

火)

　
　
　
　
　

１２
時
50
分
～
１３
時
１５
分

友
沼
小　
　

６
月
２２
日(

水)

　
　
　
　
　

１２
時
40
分
～
１３
時
２５
分

新
橋
小　
　

６
月
２９
日(

水)

　
　
　
　
　

１３
時
～
１４
時

南
赤
塚
小　

６
月
３０
日(

木)

　
　
　
　
　

１３
時
５
分
～
１３
時
３０
分

新
着
図
書
案
内

▽
一
般
書

○
16
歳
の
語
り
部　

　
　
　
　

�

（
服
部　

那
由
多
）
社
会

○�

そ
の
症
状
は
天
気
の
せ
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
（
福
永　

篤
志
）
医
学

○�

フ
ラ
ン
ス
人
は
10
着
し
か
服
を
持

た
な
い
２

　

（
Ｊ
・
Ｓ
Ｌ
・
ス
コ
ッ
ト
）
生
活

○
裏
千
家
茶
道
点
前
教
則
１　
　
　

　
　
　
　
　
　

（
千　

宗
室
）
茶
道

○
い
の
ち
を
む
す
ぶ

　
　
　

（
佐
藤　

初
女
）
エ
ッ
セ
イ

○
メ
イ
リ
ー
・
ス
ー
を
殺
し
て

　
　
　
　
　
　
　

�

（
乙
一
他
）
小
説

▽
児
童
書

○
ま
く
子　

（
西　

可
奈
子
）
小
説

○
遠
野
物
語　

（
柳
田　

國
男
）
伝
説

○
う
め
じ
い
の
た
ん
じ
ょ
う
び

　
　
　

（
か
が
く
い　

ひ
ろ
し
）絵
本

○
み
ん
な
で
つ
く
る
１
本
の
辞
書

　
　
　
　
　
　

（
飯
田　

朝
子
）言
語

※
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
資
料

　

検
索
↓
新
着
資
料
検
索
）
か
ら
検

　

索
・
予
約
が
で
き
ま
す
。

野
木
町
立
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

あ
な
た
の
情
熱
を
図
書
館
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対�

高
校
生
以
上
の
方
で
、
図
書
館
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関
心
が
あ
る
方
。

（
野
木
町
外
に
お
住
ま
い
の
方
も

可
能
で
す
。）

活
動
期
間

　

登
録
日
～
平
成
29
年
３
月
31
日

活
動
場
所　

図
書
館

容
①
書
架
の
整
理

　

②
本
の
美
化

　

③
リ
サ
イ
ク
ル

　

④
そ
の
他

報
酬

　

無
償
（
交
通
費
、
食
事
代
等
の
支

給
も
あ
り
ま
せ
ん
。）

申�

６
月
１
日（
水
）～
７
月
14
日（
木
）

　

図
書
館
ま
で
直
接
ま
た
は
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
※
月
曜

日
と
蔵
書
点
検
期
間
を
除
く
）

興
募
集
説
明
会

日�

７
月
16
日（
土
）10
時
～
11
時

所
図
書
館
２
階
研
修
室

容�

図
書
館
の
概
要
説
明
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
内
容
説
明
等

※�

説
明
後
に
希
望
さ
れ
る
方
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

文
学
講
座（
予
告
）

　

「
宮
沢
賢
治
・
童
話
の
世
界︲

生

誕
１
２
０
周
年︲

」
続
編
を
今
年
度

も
開
講
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
広

報
の
ぎ
７
月
号
・
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
見
逃
し
な
く
！

休
館
の
お
知
ら
せ

　　

６
月
２３
日（
木
）～
２８
日（
火
）ま
で
、

蔵
書
点
検
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

ご
不
便
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
。

としょかん



（２４）記号の見方　　…日時　　…場所　　…内容　　…対象者　　…定員　　…費用　　…申込

興
わ
ら
べ
う
た

　

ゆ
っ
た
り
と
楽
し
め
る
わ
ら
べ
う

た
で
す
。

日
６
月
１３
日（
月
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
マ
マ
と
一
緒
にEnjoy

�English

　

マ
マ
と
英
語
で
話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

日
６
月
１６
日(

木)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　

対�

幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
は
な
し
ラ
ン
ド

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
お
は

な
し
で
す
。
楽
し
い
お
話
が
い
っ
ぱ

い
で
す
よ
。

日
６
月
24
日(

金)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�
当
日
直
接
児
童
館
へ

興
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

　

不
思
議
が
い
っ
ぱ
い
！
き
っ
と
び
っ

く
り
だ
よ
。�

興
幼
児
教
室
う
さ
ぎ
組

　

今
月
は
ご
っ
こ
遊
び
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
で
す
。

日
６
月
８
日
お
買
い
も
の
ご
っ
こ

　
　
　

１５
日
ヨ
コ
ミ
ネ
式
体
操　
　

　
　
　

２２
日
七
夕
制
作

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

（
全
水
曜
日
）

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
み
ん
な
で
ド
レ
ミ

　

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
動
い
て
み
よ

う
。　

日
６
月
２８
日（
火
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）２０
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�
無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
親
子
の
制
作

　

パ
パ
や
マ
マ
と
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
早

い
七
夕
制
作
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
６
月
１１
日（
土
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
幼
児（
１
歳
～
６
歳
）と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

こどもひろば

こ
ど
も
ひ
ろ
ば

日 容 儡所 定対 申

新
橋
児
童
館

　
　
　
　
　
　

問
撒（
５７
）９
１
５
５

６
月
の
休
館
日

　

１
日（
水
）

　
興
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー

　

楽
し
い
映
写
会
で
す
。
み
ん
な
見

に
来
て
ね
。　

日
６
月
２
日（
木
）・
３
日(

金
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

１５
時
３０
分
～
１６
時
３０
分

対
全
利
用
者

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
乳
児
教
室
ぴ
よ
ぴ
よ
組

　

マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
の
離
乳

食
体
験
で
す
。

日
６
月
７
日
離
乳
食
体
験

　
　
　

１４
日
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
　
　

２１
日
七
夕
制
作　

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

　

（
全
火
曜
日
）　

対
乳
児（
０
歳
児
）と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

日
６
月
２５
日(

土)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
全
利
用
者

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
お
お
き
く
な
っ
た
ね
！

　

身
長
と
体
重
を
計
っ
て
、
お
子
さ

ん
の
成
長
を
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

日
６
月
30
日(

木)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
乳
幼
児
と
保
護
者

　

２０
組
程
度　

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

興
七
夕
ま
つ
り

　

家
族
や
グ
ル
ー
プ
、
お
友
だ
ち
も

誘
っ
て
き
て
ね
。
み
ん
な
で
楽
し
く

七
夕
ま
つ
り
。

日
７
月
２
日(

土)

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対
全
利
用
者

儡�

無
料

申�

当
日
直
接
児
童
館
へ

要
予
約
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
児

童
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



（２５）

あ
か
つ
か
児
童
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　

問
撒（
５４
）１
４
４
０

６
月
の
休
館
日

　

１
日（
水
）

　

児
童
セ
ン
タ
ー
は
０
歳
～
18
歳
ま

で
の
方
及
び
そ
の
保
護
者
の
方
々
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。
各

種
各
年
齢
を
対
象
に
し
た
イ
ベ
ン
ト

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
自
由

に
遊
ぶ
こ
と
も
出
来
る
施
設
で
す
の

で
是
非
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

　興
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

普
段
は
あ
ま
り
出
来
な
い
ス
ポ
ー

ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
ょ
う
。
今

回
は【
ス
ポ
ー
ツ
ガ
ラ
ッ
キ
ー
】で
す
。

日
６
月
８
日(

水)

～
１０
日(

金)

　

①
１５
時
～
１５
時
３０
分

　

②
１５
時
３０
分
～
１６
時

　

③
１６
時
～
１６
時
３０
分

対
小
学
生
以
上　

　

①
～
③
の
時
間
各
１０
名
程
度

儡�

無
料

申�

２
日（
木
）～
７
日（
火
）電
話
可

興
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　

梅
雨
に
負
け
ず
に
、
ご
家
族
で
、

お
友
達
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
楽
し
み

ま
せ
ん
か
。

日
６
月
１２
日（
日
）１１
時
～
１２
時

対
１２
か
月
ま
で
の
乳
児
と
保
護
者

　

２０
組

儡�

無
料

持
ち
物　

フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル　

１
枚

　
　
　
　

バ
ス
タ
オ
ル　
　
　

１
枚

申�

５
日（
日
）よ
り
受
付
開
始

興
げ
ん
キ
ッ
ズ

　

今
回
は
﹃
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び
﹄

で
遊
び
ま
す
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
お

友
達
の
参
加
お
待
ち
し
て
ま
す
。

日
６
月
２５
日（
土
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分

対�

今
年
度
４
歳
以
上
に
な
る
未
就
学

児
と
保
護
者

儡�

無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申�

５
日（
日
）よ
り
（
電
話
可
）

興
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

　

七
夕
冷
や
し
中
華
を
作
り
ま
す
。

初
夏
に
ふ
さ
わ
し
い
ク
ッ
キ
ン
グ

を
お
楽
し
み
に
…
。

日
７
月
２
日（
土
）

　

（
幼
児
）
１１
時
～
１２
時

　

（
小
学
生
）
１４
時
～
１５
時
３０
分

対
幼
児
（
４
歳
以
上
）
と
保
護
者　

　

２０
組
程
度

対
小
学
生
と
保
護
者　

儡�

無
料

持
ち
物　

水
分
補
給
の
も
の
、
汗
ふ

　

き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

申�

２
日（
木
）よ
り
受
付
開
始

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
可
）

興
楽
し
い
手
芸
教
室

　

香
り
豊
か
な
﹃
ポ
プ
リ
﹄
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
６
月
１３
日(

月)

～
１８
日(

土)
　

①
１０
時
３０
分
～
１１
時

　

②
１１
時
～
１１
時
３０
分

　

③
１１
時
３０
分
～
１２
時

　

④
１５
時
～
１５
時
３０
分

　

⑤
１５
時
３０
分
～
１６
時

　

⑥
１６
時
～
１６
時
３０
分

　

⑦
１６
時
３０
分
～
１７
時

　

小
学
生
以
上
各
７
名

※�

但
し
、
①
～
③
の
時
間
は
１８
日

(

土)

の
み

儡�

無
料

申�

２
日（
木
）～
１２
日（
日
）電
話
可

興
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

オ
イ
ル
を
使
わ
な
い
マ
ッ
サ
ー
ジ

で
す
。
同
月
齢
の
お
友
達
と
楽
し
い

１
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
６
月
２４
日（
金
）

　

１０
時
３０
分
～
１１
時
３０
分　
　
　
　

対
小
学
生　

２０
名
程
度

儡�

１
人
１
０
０
円

申�

６
月
４
日（
土
）～
２８
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
不
可
）

興
思
い
デ
コ

　

ス
ク
ラ
ッ
プ
ブ
ッ
キ
ン
グ
で
す
。

楽
し
い
先
生
と
素
敵
に
作
品
を
作
り

ま
し
ょ
う
。

日
７
月
４
日（
月
）

　

１０
時
～
１２
時

対
幼
児
と
保
護
者　

２０
組
程
度

儡�

１
人　

５
０
０
円

持
ち
物　

写
真
数
枚

　

４
日（
土
）～
６
月
２８
日（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
電
話
不
可
）

興
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
教
室

　

児
童
セ
ン
タ
ー
の
大
き
い
ト
ラ
ン

ポ
リ
ン
を
楽
し
く
体
験
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

日�

７
月
９
日
・
１６
日
・
２３
日（
土
）

　

（
小
学
生
）１０
時
～
１１
時
３０
分

　

（
幼
児
）１４
時
～
１５
時

対
小
学
生
各
日
10
名
程
度　
　

　

幼
児
（
４
歳
以
上
）
と
保
護
者
各

　

日
１０
組
程
度　

儡�

無
料

持
ち
物　

汗
拭
き
タ
オ
ル

申�

６
月
１１
日（
土
）～　
　

（
電
話
可
）

※�

３
日
間
の
う
ち
最
大
２
日
間
ま
で

申
し
込
み
可
能

こどもひろば
日儡 対申日

げ
ん
キ
ッ
ズ

３
日
間
の
う
ち
最
大
２
日
間
ま
で



（２６）

名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

幼 児 こ と
ば の 教 室

月〜金曜日（祝日を除く）
　９時３０分〜１２時
　１３時〜１７時

幼児ことばの教室
（町武道館裏）
（窓口：こども教育課）

ことばの発育で気
になる事など 言語聴覚士 幼児ことばの教室

撒（５７）４１８９

教 育 相 談
月〜金曜日（祝日を除く）
　９時〜１２時
　１３時〜１５時

町こども教育課
児童生徒・保護者
の方の悩み、教育
に関する相談

相談員 こども教育課
撒（５７）４１６７

あ す な ろ
教 育 相 談

月〜金曜日（祝日を除く）
　９時〜１２時
　１３時〜１７時

あすなろ教室相談室
（町武道館裏）

不登校に関する相
談 相談員 あすなろ教育相談室

撒（５７）４１８９

法テラス栃木
月〜金曜日
　９時〜１２時
　１３時〜１５時

法テラス栃木
（サポートダイヤル）
撒０５７０－０７８３７４

法的な困りごと 相談員 法テラス栃木
撒０５０３３８３－５３９５

栃木県司法書
士 会 総 合 相
談 セ ン タ ー

【小山会場】
　毎月第３土曜日（要予約）
　１０時〜１５時

【電話相談】
　毎週土曜日
　１０時〜１５時

【小山会場】
小山商工会議所
１階談話室

【電話相談】
撒０２８（６５１）５００８

不動産関係、会社関連、裁
判所手続関連、成年後見
関連の相談、供託、消費
者金融会社等の借金整理

司法書士 司法書士会
撒０２８（６１４）１１２２

働 く 人 の
メ ン タ ル
ヘ ル ス 相 談

毎月第４金曜日
　１３時３０分〜１６時３０分

小山労政事務所
県庁小山庁舎３階

職場でストレスやメンタ
ルヘルス不調を抱えてい
る方、そのご家族や上司・
同僚の方からの相談

産業カウンセラー小山労政事務所
撒０２８５（２２）４０３２

行政書士電話
相談センター

月〜金曜日（祝日を除く）
　９時〜１７時

電話相談
撒０２８（６３８）０９１９

成年後見・相続・遺言・
契約書・許認可 行政書士 行政書士会

撒０２８(６３５)１４１１

み ん な の
人 権１１０番

平日
　８時３０分〜１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

近隣間のトラブル、高齢
者に対する虐待、障がい
者に対する差別や偏見な
どの相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

女 性 の 人 権
ホットライン

平日
　８時３０分〜１７時１５分

電話相談
撒０５７０（０７０）８１０
　　　（全国共通）

夫・パートナーからの暴
力やストーカー行為、女
性に対する差別など、女
性をめぐる様々な相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

Ｄ Ｖ 相 談月〜金曜日（祝日を除く）
　８時３０分〜１７時１５分

町生活環境課
配偶者・パートナーから
の身体的、精神的、性的
などの暴力に対する相談

町職員 町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２

子 ど も の
人 権１１０番

平日
　８時３０分〜１７時１５分

電話相談
撒０５７０（００３）１１０
　　　（全国共通）

「いじめ」、虐待な
ど、子どもの人権
問題に関する相談

相談員 宇都宮地方法務局
撒０５７０(００３)１１０

児童虐待相談 月〜金曜日（祝日、年末年始を除く）
　８時３０分〜１７時１５分

町公民館内
　こども教育課
撒０２８０（５７）４１３８
（休日・夜間）
児童虐待緊急ダイヤ
ル
撒０２８（６６５）３６７７

児童虐待について
の相談・通告

町職員
相談員

こども教育課
撒（５７）４１３８

フ リ ー ダ イ
ヤ ル「 自 殺
予 防 い の
ち の 電 話 」

毎日１０日　８時
　　〜１１日　８時

電話相談
撒０１２０（７３８）５５６ 自殺予防相談 相談員

栃木いのちの
電話事務局
撒０２８（６２２）７９７０

こ こ ろ の 耳月〜金曜日（祝日を除く）
　８時３０分〜１７時１５分

インターネットでの
相談
http://kokoro.mhlw.
go.jp/

働く人のメンタルヘル
ス・ポータルサイト
心の健康確保と自殺や過
労死の予防

相談員　
（社）日本産業カウ
ンセラー協会
撒０３(５４０８)８６５１
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相談コーナー
名称 日時 場所 内容・対象 相談員 問い合わせ先

心配ごと相談６月１日（水）・１５日（水）
１０時〜１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

日頃の悩みなど日
常生活について

民生児童委員
保護司
人権擁護委員

町社会福祉協議会
撒（５７）３１００　

人権・行政合同
相 談

６月８日（水）
９時〜１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

人権侵害の悩みや
役所などが行って
いる仕事に対する
疑問や相談

人権擁護委員
行政相談委員

町民生活部生活環境課
撒（５７）４１３２　

子育てサロン

６月６日・２０日（月）
１０時〜１２時

新橋児童館 子育てについて 子育てサロン相談員 新橋児童館
撒（５７）９１５５

６月２７日（月）
１０時〜１２時

あかつか児童センター 子育てについて センター職員
子育てサロン相談員

あかつか児童センター
撒（５４）１４４０

行 政 書 士
専 門 相 談

６月２２日（水）
１０時〜１２時

町老人福祉センター
（ホープ館）

相続や遺言、農地転
用、開発行為など
・予約制
・随時受付先着４名

行政書士 行政書士会小山支部
撒０２８５（３２）３０９０

野木町地域包括
支援センター

月〜金曜日
　８時３０分〜１７時１５分

（緊急時は上記以外でも）

友沼５８４０－７
町老人福祉センター
（ホープ館）

高齢者についての
介護相談・総合的
な相談

保健師
社会福祉士
介護支援専門員

野木町地域包括
支援センター
撒（５７）２４００

ライフサポート
センターゆめ

月〜土曜日
　８時３０分〜１７時３０分

丸林６３０－４
グランツブリーゼ

障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員
ライフサポート
センターゆめ
撒（３３）３６２４

み ら い 月〜金曜日
　１０時〜１７時

丸林３７１－１２
障がいのある方、発達
に障がいのあるお子さ
んとその家族など

相談支援専門員 みらい
撒（５７）２６７３

健 康・育 児
相 談

第１・第３水曜日
（受付）９時３０分〜１１時

町保健センター 健康・子育てにつ
いて

保健師
栄養士

町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

ボランティア
相 談

火〜日曜日
　９時〜１８時

町ボランティア
支援センター
（きらり館）

ボランティアにつ
いて コーディネーター

町ボランティア支援
センター（きらり館）
撒（２３）１２３１

野 木 町 障 が
い 者 虐 待 防
止 セ ン タ ー

（来所）月〜金曜日
　　　（祝日を除く）
　　　８時３０分〜１７時１５分

（電話）随時

○来所
　町保健センター
○電話相談
　（平日）（５７）４１９６
　（休日・夜間）
　０９０（３２４６）２２６０

障がい者の虐待に
ついての相談・通
報

町職員 町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１９６

消費生活相談
平日
　９時〜１２時
　１３時〜１６時

町産業課内
消費生活センター

契約や取引に関す
る消費者トラブル相談員

町消費生活センター
撒（２３）１３３３

こころの相談６月２５日（土）（要予約）
１０時〜１２時

町保健センター メンタルヘルス相談 カウンセラー 町民生活部健康福祉課
撒（５７）４１７１

よりそいホッ
ト ラ イ ン２４時間いつでも

電話相談
撒０１２０（２７９）３３８

生活の困窮、心の悩み、
暴力被害、仕事、自殺念
慮などの幅広い悩み

相談員
一般社団法人社会的包
摂サポートセンター
死 admin@279338.jp
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ゆ～らんど（野木町健康センター）　お知らせ

★日本矯体療術師協会指導者“日向野トシ先生”による手技療法治療を

）日曜金週毎（。すまし施実　

分03時01、日曜月週毎（。すまりおてし催開を’室教ガヨいしさや‘るよに生先子純場馬★ ～ 11 時 30分）

★のぎ健康院による“小顔矯正”を開催しております。（毎週土・日曜日、10 時 30 分～）

★６月のお風呂　温泉…（男女露天風呂）11 日（土）・12日（日）・25日（土）・26 日（日）

》湯の鷹大泉温野須那西《 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

※臨時休館のおしらせ

　６月 21 日（火）より６月 30日（木）まで機械点検の為、休館日になります。

　７月１日（金）より通常営業になります。

住所　野木町南赤塚１５１４

電話　０２８０－５７－０７５５
指定管理者　宮ビルサービス㈱

休館日　火曜日

古河市（茨城県）
お代官様！

～三和地区を治めた、その実像～
　
　時代劇などで悪役のイメージが
ある代官、実際はどうだったのか、
江戸時代の市内三和地区（旧三和
町）を治めた代官たちに焦点を当
て、館蔵資料を中心に、その実像
にせまる。

期間　６月２９日（水）まで
　　　１０時～１８時
　　　※入館は１７時３０分まで
場所　古河市三和資料館
費用　無料
休館日　なし
問　古河市三和資料館
　　撒０２８０（７５）１５１１

関東どまんなかサミット情報

板倉町（群馬県）
板倉海洋センター（プール）を

ご利用ください。

利用時間　７月１日～８月３１日
　　　　　９時～１６時４５分
※１２時～１３時は休憩時間となります。
休館日　月曜日（月曜が祝日の場合は
　火曜日も休み）
等金 料 　高校生以上１００円、小中学生

５０円、幼児（３歳以上）無料
意注の上用 利 　小学３年生以下が利

用する場合は、保護者の同伴が必要
になります。
住所　群馬県邑楽郡板倉町大字岩田
　１６０２
問　板倉海洋センター
　　撒０２７６（８２）０８５８

加須市（埼玉県）
騎西あじさい祭り

　約１万株以上の色とりどりのあ
じさいをぜひご鑑賞ください。

期間　６月１日（水）～６月３０日（木）

【イベント】

日時　６月１２日（日）９時３０分～１５時

　　　※雨天決行

場所　玉敷公園・ふじとあじさいの道

内容　人力車の搭乗体験、あじさ

　いロードスタンプラリー、あじさ

　いボランティアによるガイド等

問　観光協会騎西支部
　　撒０４８０（７３）１１１１

都合により中止になりました。
詳しくはエニスホールまでお問い合わせください



（２９）

法務大臣から感謝状を贈呈されました

人権擁護委員に委嘱されました

トピックス 〜町の話題〜

　平成 28 年３月 31 日をもって人権擁護委員を退任された成田肇子さ
んが法務大臣から感謝状を贈呈されました。成田さんは平成 16 年４月
から４期 12 年という多年にわたり野木町の人権擁護委員として活動し、
人権に関する相談や啓発活動などを通じて人権の擁護に多大な貢献をさ
れました。

　岩崎安一さん（南赤塚学区）が平成 28 年４月１日付けで法務大臣より
新たに人権擁護委員に委嘱されました。野木町には人権擁護委員が５人
おり、人権に関する相談活動や人権問題の解消に向けた啓発活動等を
行っています。いじめ、家庭内や近隣間のもめごとなど、毎日の暮らし
の中で起こる様々な問題について、お気軽にご相談ください。
※ 日時・場所等につきましては 27 ページの「相談コーナー」をご確認

ください。

叙勲おめでとう

ございます

瑞宝双光章
～教育功労～

遠乘　功　氏
（野渡）

　４月 15 日（金）、あじさい公園にて第３回交通安全グラウンドゴルフ
大会が開催されました。交通安全の啓発を兼ねて、小山警察署長を始め
多くのご来賓に出席をいただきました。当日は、雨の影響により参加人
数が 90 名と少なくなってしまいましたが、日々の練習の成果を十分に
発揮されました。各部門の優勝者は下記のとおりです。
　競技終了後には野木幼稚園と小山市の羽川幼稚園の園児によるシート
ベルト体操が行われ、大会に笑顔が添えられました。

◆男子の部　臼井幸男（卯ノ木クラブ）
◆女子の部　野辺ヨツ（ヘルシークラブ）　　【敬称略】

交通安全グラウンドゴルフ大会が開催されました

野渡橋開通式が行われました
　５月 10 日（火）、渡良瀬川に架かる町と渡良瀬遊水地を結ぶ「野渡橋」
の開通式が行われ、車両の通行が可能になりました。新たに転落防止柵
などが設置され、利用者の安全が強化されました。
　安全と環境を守るため通行できる自動車の幅を制限しておりますので、
ご理解・ご協力をお願いします。
　
※通行可能時間は次のとおりです。
◆３月～ 10 月
　　９時 30 分～ 17 時
◆ 11 月
　　９時 30 分～ 16 時 30 分
◆ 12 月～２月
　　９時 30 分～ 16 時
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坂本香料株式会社　野木工場

所在地　栃木県下都賀郡野木町野木 141-2

従業員数　23名(野木工場)　全社60名(平成28年4月現在)

事業所　本社 (東京・浅草 )・名古屋支社・野木工場

事業内容　 食品香料・果汁・果汁加工・その他食品素

材取扱い

　当社は創業以来 70年、野木町に工場を構えて 32年

になります。主に食品香料 (天然 ･調合・他 )・果汁関連・

他を各種取り扱っております。日々の食卓や日常生活

のあらゆるシーンで食品香料は使用されております。

食に対する夢を消費者までお届けする、そのために食

品や飲料を “香り ”でいかにおいしくするか、長年培ってきた技術と経験を活かし品質管理を徹底して安

全で豊かな食文化を指標していきます。

キラリと光る野木町の企業紹介Ｎｏ．１５

《社員のひとこと》

　近年、食の安全性が重要視される時代となり、当社といたしましても常に求められる安心でより

確かな製品を円滑に出荷できるよう取り組んでおります。

　また身近な地域奉仕活動などにも企業として、今後も積極的に参加したいと考えております。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務部　酒井　隆 )
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一人ひとりが「自らの身の安全は自ら守る」という
　　　　　　　　　　　防災の基本に基づきぜひご登録ください !!

　野木町では、大雨や大雪等の気象警報・特別警報や、大型の地震の震度

速報、ゲリラ攻撃情報等の国民保護関係情報など、緊急性のある防災に関

わる情報を登録制メール「野木町防災たより」で配信しています。

　簡単に登録ができますので、皆様のご登録をお願いします。

配信する情報の種類

　緊急地震速報（震度４以上）、震度速報（震度４以上）、気象警報・特別

警報（暴風雪、大雨、洪水、暴風、大雪）、竜巻注意報、国民保護関係（弾

道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、大規模テロ

情報）

※ 震度速報については、栃木県南部が対象になっていますので、

野木町で震度４以上の地震でなくても配信される場合があります。

登録方法

　次のＱＲコードを読み込むか、次のＵＲＬに会員登録受付ページ

より会員登録をしてください。

http://www.bousai-nogi.jp/memberentry-accept/?s=77700003

　野木町では、防災情報の伝達などを、サイレン・広報車による巡回など

の方法の他に、多くの町民の皆さまに迅速に情報を伝達するため、緊急速

報メールを配信しています。（ＮＴＴドコモ、ａｕ、ソフトバンク）

緊急速報メールとは

　携帯電話向けの災害情報伝達サービスで、野木町内に滞在し、かつ当該

サービスの受信機能を持つ携帯電話に緊急情報をお知らせするものです。

緊急地震速報メールと同じ仕組みを使用しています。

緊急速報メールの特徴

　1. 月額使用料や受信料は無料です。

　2. 受信するために登録する必要はありません。

　3. 専用の着信音とポップアップ画面により、いち早く情報を確認することができます。

　4. 観光や仕事などで野木町を訪れた方も受信することができます。

　※地域によっては他市町の緊急速報メールを受信することがありますので、ご注意ください。

配信する情報の種類（緊急性の高い以下の７種類）

　避難準備情報、避難勧告、避難指示、弾道ミサイル情報、航空攻撃情報、ゲリラ・特殊部隊攻撃情報、

大規模テロ情報

配 信例

　件名「野木町避難勧告情報」

　本文 「野木町役場からお知らせします。思川が避難判断水位を超えました。○○地域にお住まいの方

につきましては、お互い助け合いいただき、ただちに○○へ避難してください。」

その他

　携帯電話の電源が OFF または圏外、通話中、受信設定がされていない場合は、受信はできません。

　対応機種や受信の設定方法などの詳細は、各携帯電話会社にお問い合わせください。

　【ＮＴＴドコモ】総合お問い合わせ 0120-800-000（ドコモ携帯電話から局番なし 151）

　【ａｕ】総合案内 0120-977-033（ａｕ携帯電話から局番なし 157）

　【ソフトバンク】総合案内 0800-919-0157（ソフトバンク携帯電話から局番なし 157）

問総合政策部総務課消防交通係撒（５７)４１１２

緊急速報

メールで

災害・避難情報を

配信します

お願いします

野木町防災たより

にご登録を
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Ⅰ　野木町の状況
１．被害状況

※ 「家屋」欄の「棟数」については、全ての建物数を示し、「世帯数」については、実際家屋に居住してい

る世帯数を示しています。

２．降雨状況（野木町役場本館屋上に設置した雨量計より）

　９月９日０時 00 分から 10 日 24 時 00 分までの 48 時間の総雨量は、315 ｍｍを記録し、

９月９日 13 時 00 分から 10 日 13 時 00 分までの 24 時間では、286 ｍｍを記録した。

３．河川の水位状況

　

町
で
は
、
こ
れ
ま
で
「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
被
害
検
証
委
員
会
」
に
お
い
て
、
大
雨
が
も
た
ら
し
た
被
害
や
対
応
状
況
等
に
つ
い
て
検
証
・
検
討
し
た
結
果
を
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
再
度
、「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
被
害
検
証
結
果
報
告
書
の
概
要
」
と
し
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
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書
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、
町
内
の
公
共
施
設
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館
、
図
書
館
、
き
ら
り
館
、
ホ
ー
プ
館
、
野
木
ホ
フ
マ
ン
館
）

に
お
い
て
閲
覧
及
び
貸
し
出
し
を
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
「
被
害
検
証
結
果
報
告
書
」
に
つ
い
て

分類 内　容 数　値 分類 内　容 数　値

人
的

死亡者 ０ 人

農
作
物
・
施
設

水稲
100 ha

負傷者 ０ 人 31,743 千円

家
屋

全壊・半壊 ０ 棟
大豆

１ ha

床下浸水
263 棟 713 千円

245 世帯
そば

８ ha

床上浸水
10 棟 1,154 千円

９ 世帯
ブロッコリー等露地野菜等

15 ha

避
難
者

避難勧告
対象世帯 174 世帯 26,995 千円

対象者数 428 人
メロン

0.6 ha

避難指示
対象世帯 3,282 世帯 5,000 千円

対象者数 8,148 人
トマト

３ ha

避難者数 991 人 3,288 千円

り
災
証
明
発
行
件
数

床上浸水 10 件
揚水ポンプ

３ 台

床下浸水 28 件 175 千円

物置浸水 14 件
ハウス施設

５ 基

給湯器 13 件 17,217 千円

エアコン ３ 件
機場ポンプ等（揚水モーター）

１ 箇所

乗用車 17 件 12,528 千円

その他 ７ 件
農集排非常用エンジンポンプ等

１ 箇所

消
毒
実
施
状
況

床上消毒実施戸数 10 戸 5,174 千円

床下消毒実施戸数 247 戸 合計 103,987 千円

宅地内消毒実施戸数 598 戸 ゴ
ミ

収集件数 41 件

周辺道路・公園 ※浸水被害地区内 搬出量 ３ ｔ

町
道 通行止め 17 箇所

河川名 観測所名 地先
水防団待機
水位（ｍ）

氾濫注意
水位（ｍ）

避難判断
水位（ｍ）

氾濫危険
水位（ｍ）

計画高
水位（ｍ）

観測最高
水位（ｍ）

思川 乙女
栃木県

小山市乙女

3.00 5.50 7.70 8.70 8.74 9.96

９月９日 ９月９日 ９月９日 ９月10日 ９月10日
15時30分頃 21時00分頃 21時30分頃 ０時00分頃 ５時50分

（平成 28年 2月 8日現在）
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検証事項 検証結果 対　　策

災害警戒本部設置の情報連絡について
区、自治会、自主防災組織に対する情

報伝達体制が確立されていなかった。

町は、区・自治会・自主防災組織など

と情報伝達すべき内容を検討し、情

報伝達体制を平成 28 年度中に構築す

る。 

災害対策本部等設置の時期について

思川（乙女水位観測所）の水位が急激

に上昇し、避難判断水位（7.70 ｍ）付

近となったため 22 時 30 分に災害対策

本部を設置した。もう少し早く、設置

すべきであった。

町は、気象状況等に細心の注意を払い、

乙女・古河水位観測所や近隣河川の水

位状況と思川・渡良瀬川上流での降雨

量などを総合的に判断し、早めに災害

対策本部を設置していく。

災害対策本部の決定事項（避難準備、

勧告、指示等）について

既に、道路冠水等が発生しており、避

難できない状況の地域があった。

今回の豪雨においては、急激な河川水

位の上昇や内水による冠水・浸水被害

が発生したため、急遽、避難勧告・指

示を発令した地域があった。町は、こ

ういった不測の事態であっても、もう

少し余裕をもって避難勧告・指示発令

していく。

また、内水に対する避難勧告等の判断

基準を災害対策本部活動マニュアル等

に設ける。

安否確認に関するマニュアルの作成に

ついて

町は、安否確認に関する事項を考慮し

た避難所運営マニュアルを、平成 28

年度中に作成する。

洪水ハザードマップの作成について

町は、今後の災害に備え、住民が的確

な避難行動を選択できるよう災害時の

心得や避難判断基準（タイムラインを

考慮）を記載したわかりやすいハザー

ドマップを平成 28 年度中に作成し、

各戸に配布する。

職員及び消防団の広報活動について

道路冠水等により、進入できない道路

があり避難勧告等発令地域すべてに広

報活動することができなかった。

町は、平成 27 年度より防災行政無線（同

報系）を整備し、広報手段の充実を図っ

ていく。

区長、自治会長、自主防災組織への連

絡手段、連絡内容、連絡時期並びに情

報の共有について

災害対策本部と区長、自治会長、自主

防災組織間の連絡手段、連絡内容、連

絡時期については、現在、明確なマニュ

アル（基準）が確立されていなかった

ため、情報共有ができなかった。

災害発生時は、災害対策本部内におい

て災害情報の一元化を図り、必要事項

を区長、自治会長、自主防災組織へ情

報を伝達していく。（災害対策本部活動

マニュアル等作成）

また、区、自治会及び自主防災組織と

町災害対策本部は、常に災害情報を相

互に共有していただきたい。

防災行政無線の設置について
町は、平成 27 年度より順次整備して

いく。

災害時要援護者への情報連絡について
要援護者に配慮した情報連絡は実施で

きなかった。

町は、要援護者に配慮した情報伝達体

制の整備を図るために、各地域の区長・

自主防災組織等と協議しながら、平成

28 年度中に要援護者対応マニュアルを

作成する。

Ⅱ　検証結果と対応策

キラリインフォメーション 問総合政策部総務課消防交通係撒（５７)４１１２
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検証事項 検証結果 対　　策

道路冠水及び住宅浸水状況の町民への

周知方法について

住宅浸水状況については、道路冠水等

の理由により、広報車等では周知が徹

底できなかった。

町は、住宅浸水状況について、防災行

政無線（同報系）等を活用し、必要な

情報を住民に周知していく。

また、道路冠水状況については、今回

の豪雨被害を基に、平成 28 年度中に

道路冠水マップを作成し、避難する際

の資料とするため、各戸に配布する。

避難所の設置について

22 時 40 分に全職員に非常招集を掛け、

避難所の開設準備を開始し、職員参集

後、23 時 20 分より順次避難所を開設

した。野木第二中学校については、鍵

が見つからず、やむを得ず新橋小学校

を一時的に避難所として開設すること

になった。

町総務課は、避難所の鍵の管理につい

て教育委員会等と協議し、管理の徹底

を図り、速やかに避難所開設ができる

よう、全町的な避難訓練を実施してい

く。

避難所の設置時間、職員配置及び手順

について

避難所については、災害対策本部から

の指示を受け、開設体制に入ったが、

当時は、夜間・豪雨の状況であり職員

の数も不足していた。参集している人

員を調整しながら開設を行った。

町は、避難所開設に係る必要事項を記

載した災害対策本部活動マニュアル及

び避難所運営マニュアルを平成 28 年

度中に作成し、今後の災害に備えてい

く。

避難者への情報提供及び災害対策本部

と避難所との連携（情報伝達を含む）

について

今回、避難所対応職員及び避難者から

浸水被害や道路冠水の状況、河川の水

位状況、鉄道等の状況について、情報

提供を求める声が多かった。災害対策

本部、避難所対応職員、地域、避難者

それぞれが避難所において、どのよう

に情報収集するか、考えなければなら

ない事案となった。

災害対策本部は、災害発生時災害情報

の一元化を図り、平成 28 年度中に各

避難所への情報伝達体制を確立する。

災害情報を必要とする避難者の方々は、

避難所職員に必要とする情報を尋ねて

いただき、また、各自で気象庁や国土

交通省のホームページから災害情報を

得るよう努めていただきたい。

区、自治会、自主防災組織及び避難所

職員は、町災害対策本部と災害情報の

共有化を図り、また、各自で気象庁や

国土交通省のホームページから災害情

報を得るよう努めていただきたい。

避難所の環境整備について
間仕切り（パーテーション）や防寒用

床上マットの必要性が判明した。

町は、備蓄食糧などとともに、防寒用

品を毎年度少しずつ整備していく。

物資の搬送方法について

大半の職員が災害現場対応に追われ、

物資を搬送する職員が少数であったた

め、搬送にかなりの時間を要してしまっ

た。

町は、平成 28 年度中に備蓄品の保管

スペースを各避難所に確保し、初動対

応できるよう努めていく。

備蓄品の配布時期と配布量について
食糧については、適宜対応できたが、

毛布及び飲料水が不足してしまった。

町は、平成 28 年度以降、毛布及び飲

料水ついて備蓄量を増量していくとと

もに、町内のスーパー等と物資関連の

災害協定を締結していく。
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検証事項 検証結果 対　　策

近隣市町との連携について
交通整理実施の際、他市町から入り込

む車両が多く対応に苦慮した。

町は、近隣市町と交通規制に関する連

携について協議し、対応していく。

床下浸水被害に伴う器具破損の調査に

ついて

※ 町は自然災害時の器具破損に対する

補償は考えていない。ただし、り災

証明願が被災者より提出された場合

は、り災証明書を発行するため調査

を実施した。

自然災害に係る器具破損に対する町の

対応は問題ないと考える。

敷地内及び床下の消毒の時期について

※ 消毒については、下記のとおり実施

した。

床上浸水：9 月 12 日から実施（10 棟）

宅地内浸水：9月15日から実施（598棟）

道路公園：9 月 16 日から実施（浸水被

害地区）

床下浸水：9 月 29 日から実施（247 棟）

・床下浸水被害の消毒については、薬

剤の入手に時間を要した。

消毒の実施時期については、問題ない

と考える。

◇豪雨災害に対する町の支援策について

　　・野木町災害見舞金　　　　　　　・農業被害対策支援　　　　　・固定資産税の減免

　　・被災者住宅復旧支援　　　　　　・被災住宅再建等利子補給

　　・床上、床下浸水家屋等の消毒　　・災害ごみの収集　　　　

　平成 27 年９月関東・東北豪雨被害検証委員会では、災害対策本部等の設置、避難準備・勧告・指示

等の連絡及び広報、避難所の設置・運営など 11 項目に分けて、専門的な見地も含めて検証と対策（案）

を検討し、「平成 27 年９月関東・東北豪雨被害検証結果報告書」を取りまとめました。

　その結果、町民の安全・安心を確保し、災害に強いまちづくりを進めていくための災害対策等の整備

促進、災害対応体制の強化や避難体制の整備を図るとともに、自助・共助・公助の精神を踏まえて、行

政と住民が一体となった防災対策の一層の推進が必要であるとの結論に達しました。

　この報告書をもとに、町は今後の災害に備えた積極的な取り組みを図ってまいります。

　　・野木町災害見舞金　　　　　　　・農業被害対策支援　　　　　・固定資産税の減免

　　・被災者住宅復旧支援　　　　　　・被災住宅再建等利子補給

　　・床上、床下浸水家屋等の消毒　　・災害ごみの収集　　　　

キラリインフォメーション 問総合政策部総務課消防交通係撒（５７)４１１２

友沼地内から新橋地区を望む （９月 10日 14：39） 逆川に流入した稲藁 （排水機場東）
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◇逆川排水機場機能検討委員会報告書について

　町では、平成 27 年９月関東・東北豪雨被害における逆川排水機場の排水ポンプ運転状況の検証及び

逆川排水機場機能等のあり方について、検討してまいりました。その検討結果を「平成 27 年９月関東・

東北豪雨被害検証結果報告書」に併記し町ホームページでお知らせしております。また、この機能検

討委員会報告書については、町内の公共施設（野木町役場総務課・上下水道課、野木町公民館、図書館、

きらり館、ホープ館、野木ホフマン館）において閲覧及び貸し出しをしておりますのでご利用ください。

　この報告書の概要については、次のとおりお知らせいたします。

《機能検討委員会報告書の概要》

１．排水ポンプ運転状況の検証

　逆川排水機場は１号機・２号機（各２㎥／秒）・３号機（８㎥／秒）の３台のポンプを有しております。

９月９日から 10 日にかけての逆川排水機場のポンプエンジンについては、３台のポンプを稼働開始し

ましたが、稲わら等の流入の影響による一時停止、燃料供給装置の不具合による一時停止がありました。

特に３号ポンプエンジンについては、復旧に約７時間要しました。３号ポンプエンジンが長時間停止し

たことは、今後の保守管理、点検が問われるところです。しかしながら、浸水状況の時間的経過とポン

プの稼働している時間帯に浸水していた事実、また、ポンプエンジンの正常稼働時と今回の一時停止と

の浸水想定の比較データでは、多少差異はあるものの浸水被害は免れなかったものと考えられます。

２．機能等のあり方について

　逆川排水機場既設ポンプの排水能力は３台で毎秒 12㎥となり、１時間あたり 30㎜の降雨量が排水可

能です。今回はポンプ能力の稼働率が稲わら等の流入により低減されました。また、約 570ha からな

る集水区域のうち、約４割の田畑は８月下旬からの長雨で飽和状態にあり、野木幹線用水路からは、計

画区域外流入分２㎥ / 秒を大きく上回る８．７㎥ / 秒以上の雨水の流入があり、都市下水路の合流地点か

ら逆川排水機場への流入経路では、溢水する状況になりました。

　検証した結果、縦軸斜流ポンプ或いは水中ポンプ増設の対策案が出されました。今年度より逆川排水

機場の長寿命化、耐震計画等と調整を図り、検討を行っていきます。

３．保守点検管理

　逆川排水機場の機械電気設備は委託業者が定期巡回点検を年 18 回行い、除塵機の発生ごみ、スクリー

ン槽清掃等を行っています。

４．今後の対策（案）　

　１）保守管理　　通常点検の強化充実を図り、メー

　　　カー点検、設備更新を計画的に実施する。

　２）除塵対策　　沈砂池内に稲わら等を捕捉するた

　　　めの施設を設置する。

　３）区域外流入　　野木幹線用水路の新規放水路の

　　　検討。

　４）合流地点での浸水　　野木幹線用水路と逆川の

　　　合流地点に調整池の設置を検討。

　５）逆川（開水路）の改修　　国道４号東側の開削

　　　部分の嵩上げを検討。

　６）逆川排水機場の機能　　水中ポンプ（４㎥／秒）

　　　の増設又は縦軸斜流ポンプ（８㎥／秒）の増設

　　　を検討。

※ この対策のなかには、中長期的な視野で検討していかなければならない事業もあり、事業推進には柔

軟性・弾力性をもって対応することが重要と考えますのでご理解ください。

キラリインフォメーション 問産業建設部上下水道課下水道係撒（５７)４１６５

逆川排水機場（沈砂池）
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　大雨や台風の危険が近づいているというニュースや気象情報を見聞きしたら、危険な場所には

近づかないようにしましょう。また、災害への備えをもう一度確認してください。

◎非常用持ち出し品の点検をしましょう 

◎雨や風が強くなる前に、家屋の補強などの対策をしましょう 

◎避難場所までの道順を確認しておきましょう 

◎日頃からハザードマップで危険箇所や避難場所をチェックしておきましょう 

◎危険を感じたり、町からの避難勧告等があった場合は、あわてず速やかに避難しましょう。

　町からの避難勧告等の情報は、携帯電話の緊急速報メールや町の広報車でお知らせいたします。

　※平成 28 年 7 月以降は、一部の地域において防災行政無線による周知も行います

◎避難の前には、必ず火の始末をしましょう 

◎避難の際の持ち物は最小限にして背中に背負うなど、両手が自由に使えるようにしておきま

しょう。

　川の氾濫や土砂災害などの災害は一気に起こるため、避難が遅れると命にかかわります。天候

が荒れてからでは移動も大変になりますので、特に高齢者や子どものいる家庭は、早い段階から

自主的に避難することも検討しましょう。忘れ物をした場合でも、取りに戻るのは危険ですので

絶対にやめましょう。 暴風や浸水で避難場所までの移動が危険な場合は、家の中のできるだけ

安全な場所（２階の部屋）で待機したり、近隣のできるだけ頑丈な建物に避難することも検討し

ましょう。

インターネットを利用して雨量情報・河川水位情報を !!
　全国の河川の「雨量」「水位」「河川予警報」等の情報がリアルタイムに入手できます。

◇パソコンから　http://www.river.go.jp　　◇携帯電話から　http://i.river.go.jp

問総合政策部総務課消防交通係撒（５７)４１１２　

大雨・台風のときは…

町内の交通事故

４
月
累
計

件数 ４

死者 ０

傷者 ４

28
年
累
計（
前
年
比
）

件数
（増減）

１３
（０）

死者
（増減）

１
（０）

傷者
（増減）

１５
（３）

町内の犯罪発生件数

４
月
累
計

空き巣 ３

自動車盗 ０

車上ねらい １

自転車盗 ２

28
年
累
計（
前
年
比
）

空き巣
（増減）

８
（１）

自動車盗
（増減）

１
（△１）

車上ねらい
（増減）

１
（０）

自転車盗
（増減）

５
（３）

町内の救急出動

４
月
累
計

出場
件数 ７２

搬送
人員 ６７

28
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野木町煉瓦窯を未来に残すために !
　煉瓦窯の保存修復・維持費用として、平成
21 年度から皆様の寄附金・募金を受付けてい
ます。これからも皆様のご協力をお願いいた
します。

【４月末までにご協力いただいた寄附金・募金】
　寄附金         8,459,395 円
　（内ふるさと納税 2,788,000 円）
　募　金         1,097,741円
　今までの累計   9,557,136 円

問野木ホフマン館撒（33）6667
不審者情報、事故発生場所ホームページ
　→ http://www.machi-info.jp/machikado/police_pref_　　
　　　　　　　　　　　　tochigi/app/app_accident.html
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　どうもすいません。芸達者のことちゃんです！
　みんなあなたの笑顔や仕草に癒やされ、幸せ
いっぱいになるよ。祐都、小春と毎日楽しもうね。
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お子さんの写真を大募集しています鎧
お気軽にお問い合わせください。

「のぎっ子キラリアプリ」
がご利用できます

　野木町のホームページから子育て情報提供サイト
「のぎっ子キラリ子育て」へつながるようになりま
した。
　また、専用アプリ（のぎっ子キラリアプリ）もイ
ンストールできるようになり、子どもの成長や予防
接種履歴等を記録できるようになりました。
　ぜひ、これからの子育てにご活用ください。

≪専用アプリＱＲコード≫

iPhone 用

ｱﾝﾄﾞﾛｲﾄﾞ用

町の人口 ５月１日現在

　　◇人口　男 １２，５５５人　女 １２，７４３人　計 ２５，２９８人　　◇世帯数 ９，６６９


